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折
口
信
夫
「
三
郷
巷
談
」
の
意
趣

小 

川　

直 

之

◆ キーワード　折口信夫、「三郷巷談」、身体、差別、穢れ

　

は
じ
め
に

　

折
口
信
夫
の
民
俗
学
へ
の
出
発
は
、
大
正
二
年
十
二
月
発
行
の
『
郷
土

研
究
』
第
一
巻
第
十
号
に
発
表
し
た
「
三
郷
巷
談
」
と
い
う
こ
と
が
で
き

る
。『
郷
土
研
究
』
の
表
紙
に
は
本
号
要
目
と
し
て
「
三
郷
巷
談
」
が
あ
げ

ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
「
資
料
及
報
告
」
欄
に
掲
載
さ
れ
た
四
頁
余
り

の
資
料
報
告
で
あ
る
。
そ
の
後
、
大
正
三
年
三
月
の
『
郷
土
研
究
』
第
二

巻
第
一
号
と
、
や
や
時
を
経
て
大
正
五
年
十
月
の
『
郷
土
研
究
』
第
四
巻

第
七
号
に
「
三
郷
巷
談
」
続
編
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
『
郷
土
研

究
』
休
刊
後
は
折
口
自
ら
が
主
宰
す
る
大
正
七
年
八
月
創
刊
の
『
土
俗
と

伝
説
』
第
一
巻
第
一
号
、
同
年
十
月
の
第
一
巻
第
三
号
に
、
膝
折
武
助
の

名
で
「
三
郷
巷
談
」
の
続
き
を
発
表
し
て
い
る
。

　

折
口
信
夫
は
、
都
合
五
回
に
亘
っ
て
発
表
し
た
「
三
郷
巷
談
」
を
、
当

初
ど
れ
程
の
分
量
を
考
え
て
書
き
始
め
た
の
か
は
判
ら
な
い
が
、
と
も
か

く
柳
田
が
編
集
を
行
っ
て
い
る
『
郷
土
研
究
』
に
、
民
俗
学
へ
の
道
を
歩

も
う
と
す
る
者
と
し
て
、
こ
れ
を
発
表
す
る
こ
と
が
目
的
だ
っ
た
と
思
わ

れ
る
。

　

本
稿
で
は
、
い
わ
ば
折
口
信
夫
の
民
俗
学
へ
の
出
発
と
位
置
づ
け
る
こ

と
が
で
き
る
「
三
郷
巷
談
」
が
、
そ
の
後
の
折
口
信
夫
の
学
問
形
成
に
ど

の
よ
う
な
意
味
を
も
つ
の
か
、
ま
た
、「
巷
談
」
と
名
づ
け
ら
れ
た
こ
の
小

品
か
ら
読
み
取
れ
る
折
口
の
視
点
が
、
現
在
の
口
承
文
芸
研
究
に
と
っ
て

ど
の
よ
う
な
可
能
性
を
も
っ
て
い
る
の
か
を
検
討
し
て
み
た
い
。

　
「
三
郷
巷
談
」
の
成
立
と
柳
田
國
男

　
「
三
郷
巷
談
」
は
前
述
の
よ
う
に
大
正
二
年
十
二
月
か
ら
大
正
七
年
十
月

に
か
け
て
、
五
回
に
わ
た
っ
て
発
表
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
折
口
は
、
昭

和
五
年
六
月
刊
の
『
古
代
研
究
』
民
俗
学
篇
二
に
、
二
回
目
の
連
載
で
あ

る
『
郷
土
研
究
』
第
二
巻
第
一
号
以
降
に
発
表
し
た
「
三
郷
巷
談
」
を
、

同
名
で
収
録
し
て
い
る
。
折
口
は
、「
三
郷
巷
談
」
の
初
回
で
あ
る
『
郷
土

研
究
』
第
一
巻
第
十
号
発
表
分
は
『
古
代
研
究
』
民
俗
学
篇
二
に
は
収
録
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し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
『
古
代
研
究
』
民
俗
学
篇
二
へ
の
収
録
に
あ
た
っ
て
は
、「
一　

も
お
ず

し
や
う
じ
ん
」「
二　

あ
は
し
ま
」
と
い
う
よ
う
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
巷
談
に

番
号
を
付
し
、最
後
の
「
一
五　

ら
つ
ぱ
を
羨
む
子
ど
も
」
な
ど
に
は
『
土

俗
と
伝
説
』
発
表
時
に
は
巷
談
の
小
題
も
付
け
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。
つ

ま
り
、
折
口
は
、『
古
代
研
究
』
民
俗
学
篇
二
に
は
、
巷
談
す
べ
て
に
小
題

と
番
号
を
付
け
て
収
録
し
た
の
で
あ
る
。

　
『
古
代
研
究
』
民
俗
学
篇
二
に
「
三
郷
巷
談
」
初
回
発
表
分
が
収
録
さ
れ

て
い
な
い
こ
と
に
つ
い
て
は
、
こ
の
分
に
は
被
差
別
集
落
の
こ
と
が
実
地

名
入
り
で
書
か
れ
て
い
て
、
こ
れ
に
対
す
る
配
慮
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
と

思
う
。
大
正
十
一
年
に
は
被
差
別
集
落
の
解
放
運
動
を
進
め
る
全
国
水
平

社
が
組
織
さ
れ
、
昭
和
初
期
に
は
そ
の
活
動
が
展
開
し
て
お
り
、
差
別
解

放
の
意
図
が
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か

（
１
）。

　

折
口
信
夫
の
年
譜
を
た
ど
り
な
が
ら
「
三
郷
巷
談
」
の
成
立
を
見
て
い

く
と
、
折
口
は
明
治
四
十
三
年
七
月
に
國
學
院
大
學
学
部
国
文
科
を
卒
業

す
る
。
卒
業
後
は
大
阪
に
戻
り
、
病
気
の
母
親
の
付
き
添
い
な
ど
を
し
、

九
月
に
は
関
西
同
人
根
岸
短
歌
会
に
出
席
し
、
初
め
て
釋
迢
空
の
号
を
使

い
始
め
る
。
一
方
柳
田
國
男
は
こ
の
年
の
五
月
に
は
『
石
神
問
答
』、
六
月

に
は
『
遠
野
物
語
』
を
出
版
し
て
お
り
、
出
版
後
に
折
口
は
こ
れ
ら
を
読

ん
だ
よ
う
で
あ
る
。

　

戦
後
の
昭
和
二
十
二
年
に
柳
田
國
男
の
学
問
に
つ
い
て
書
い
た
「
先
生

の
学
問
」
で
は
、『
石
神
問
答
』『
遠
野
物
語
』
を
読
み
、
そ
れ
は
文
学
で

も
な
い
史
学
で
も
な
い
、
待
ち
望
ん
で
い
た
新
し
い
学
問
と
の
出
会
い
で
、

大
き
な
驚
き
で
あ
っ
た
こ
と
を
述
懐
し
て
い
る

（
２
）。

海
外
の
理
論
も
取
り
入

れ
た
、
こ
れ
も
新
し
い
学
問
と
し
て
、
卒
業
論
文
の
「
言
語
情
調
論
」
を

書
き
あ
げ
た
二
十
三
歳
の
折
口
は
、
柳
田
の
『
石
神
問
答
』
や
『
遠
野
物

語
』
に
今
ま
で
に
な
い
新
た
な
学
問
の
息
吹
を
強
く
感
じ
た
の
で
あ
る
。

　

大
正
二
年
三
月
に
創
刊
さ
れ
た
『
郷
土
研
究
』
は
、
新
た
な
学
問
の
た

め
の
具
体
的
な
方
法
が
示
さ
れ
た
新
鋭
の
雑
誌
で
、
折
口
は
「
三
郷
巷
談
」

を
投
稿
す
る
前
に
、前
述
し
た
よ
う
に
柳
田
の
『
石
神
問
答
』『
遠
野
物
語
』

は
読
ん
で
い
た
。「
三
郷
巷
談
」
の
成
立
を
考
え
る
に
あ
た
っ
て
は
、
こ
の

こ
と
が
前
提
と
な
ろ
う
。

　

年
譜
で
は
、
明
治
四
十
三
年
七
月
に
大
阪
に
帰
り
、
自
ら
の
学
問
の
方

向
が
定
ま
ら
な
い
な
か
、
歌
を
詠
み
、
翌
明
治
四
十
四
年
十
一
月
に
は
大

阪
府
立
今
宮
中
学
校
の
嘱
託
教
員
と
な
る
。
こ
の
年
の
十
二
月
に
は
東
京

人
類
学
会
に
入
会
し
、
そ
し
て
、
大
正
元
年
八
月
十
三
日
か
ら
二
十
五
日

に
か
け
て
は
、
今
宮
中
学
校
の
生
徒
を
連
れ
て
志
摩
・
熊
野
へ
の
旅
を
し
、

帰
阪
後
に
は
一
七
七
首
の
短
歌
を
収
め
た
歌
稿
「
安
乗
帖
」
を
つ
く
っ
て

い
る
。
こ
の
歌
稿
は
後
の
歌
集
『
海
や
ま
の
あ
ひ
だ
』
に
つ
な
が
る
も
の

だ
が
、
そ
の
翌
年
大
正
二
年
に
、
創
刊
さ
れ
た
『
郷
土
研
究
』
に
「
三
郷

巷
談
」
を
投
稿
す
る
の
で
あ
る
。

　
「
三
郷
巷
談
」
は
大
阪
で
書
い
て
『
郷
土
研
究
』
に
投
稿
し
、
大
正
二
年

十
二
月
の
第
一
巻
第
十
号
に
載
り
、
大
正
三
年
三
月
の
第
二
巻
第
一
号
に

続
編
が
掲
載
さ
れ
る
。
そ
し
て
折
口
は
、
今
宮
中
学
校
の
教
え
子
た
ち
が

三
月
に
卒
業
す
る
と
、
同
校
を
退
職
し
て
四
月
下
旬
に
東
京
に
出
る
。

　

東
京
に
出
て
か
ら
は
、
國
學
院
大
學
に
設
立
さ
れ
た
ば
か
り
の
、
三
矢
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重
松
が
幹
事
長
を
務
め
る
国
文
学
会
に
参
加
す
る
よ
う
に
な
り
、
こ
の
年

の
冬
に
は
柳
田
の
『
遠
野
物
語
』
を
神
田
の
露
店
で
手
に
入
れ
て
い
る
。

こ
の
時
の
感
動
は
昭
和
十
四
年
一
月
の
『
ド
ル
メ
ン
』
第
五
巻
第
一
号
に

「
遠
野
物
語
」
と
題
し
た
長
編
の
詩
に
詠
ん
で
い
る
。「
大
正
の
三
と
せ
の

冬
の　

凩
の
ふ
く
日
な
り
け
む
。
─
」
で
始
ま
る
詩
で
、こ
の
詩
で
は
「
軒

の
端
の　

一
つ
の
店
の
、
か
ん
て
ら
も　

い
ま
だ
照
り
出
で
ず　

ふ
る
ぶ

れ
る　

油
煙
の
底
の　

ほ
の
か
な
る
明
り
の
照
り
に
、
我
は
も
よ　

見
い

で
た
り
け
り
。
こ
れ
の
世
の
珍
宝　

我
が
為
の
道
別
き
の
ふ
み
─
。」「
立

ち
な
が
ら
読
め
り
─
幾
枚
。
喜
び
は
渦
汐
な
し
て　

う
つ
そ
み
の　

心
ゆ

す
り
ぬ
─
。
風
の
音
の　

遠
野
物
語
。」「
物
語
書
か
し
ゝ
大
人
の
み
面
す

ら　

い
ま
だ
知
ら
ず
て
、
お
も
か
げ
に
恋
ひ
け
る
時
に
、
ゆ
く
り
な
く
我

が
え
し　

み
書
、
膝
に
お
き　

つ
く
ゑ
に
伏
せ
て　

歎
息
せ
し
こ
と
ぞ　

幾
た
び
─
。」「
三
分
し
ん
の
ら
ん
ぷ
掻
上
げ
て
、
さ
夜
深
く
読
み
立
つ
声

の　

わ
が
声
を　

屢
々
ひ
そ
め
、
若
け
れ
ば
、
涙
た
り
け
り
。
遠
野
物
語

の
う
へ
に（

３
）」

な
ど
と
、
そ
の
時
の
感
動
を
あ
ら
わ
に
し
て
い
る
。『
遠
野
物

語
』
は
折
口
に
と
っ
て
「
我
が
為
の
道
別
き
の
ふ
み
」
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

大
正
三
年
に
は
「
髯
籠
の
話
」
を
『
郷
土
研
究
』
に
投
稿
し
、
大
正
四
年

三
月
に
は
國
學
院
大
學
国
文
学
会
で
「
異
郷
意
識
の
進
展
」
を
口
頭
発
表
す

る
。『
郷
土
研
究
』
に
投
稿
し
た
論
文
「
髯
籠
の
話
」
が
掲
載
さ
れ
る
の
は

大
正
四
年
四
月
の
第
三
巻
第
二
号
で
、
こ
の
論
文
は
同
年
五
月
の
第
三
巻
第

三
号
に
分
割
し
て
掲
載
さ
れ
た
。「
髯
籠
の
話
」
で
は
、
現
在
で
は
広
く
学

術
用
語
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
「
依
代
」「
招
代
」
と
い
う
術
語
が
提
示
さ

れ
、
こ
れ
は
質
の
高
い
優
れ
た
論
文
と
い
え
る
。
こ
の
論
文
は
、
柳
田
國
男

の
「
柱
松
の
話
」
と
の
プ
ラ
イ
オ
リ
テ
ィ
ー
が
取
り
沙
汰
さ
れ
て
い
る
が
、

柳
田
が
先
だ
っ
て
示
し
た
「
神
代
」
な
ど
の
用
語
は
一
般
化
せ
ず
、
折
口
の

「
依
代
」「
招
代
」
が
ま
さ
る
こ
と
に
な
る
。
折
口
は
「
髯
籠
の
話
」
に
続
い

て
同
年
八
月
に
は
「
盆
踊
り
と
祭
屋
台
と
」、
大
正
五
年
六
月
に
は
「
稲
む

ら
の
陰
に
て
」
と
、
一
連
の
論
文
を
続
け
ざ
ま
に
発
表
し
、
大
正
五
年
九
月

に
は
初
の
単
行
本
で
あ
る
『
国
文
口
訳
叢
書　

万
葉
集
』
上
を
出
す
。
そ
し

て
、
同
年
十
月
に
は
「
三
郷
巷
談
」
の
続
き
を
『
郷
土
研
究
』
第
四
巻
第
七

号
に
発
表
し
、
十
一
月
に
は
国
文
学
会
で
発
表
し
た
「
異
郷
意
識
の
進
展
」

が
『
ア
ラ
ラ
ギ
』
第
九
巻
第
十
一
号
に
掲
載
さ
れ
る
。

　

や
や
煩
雑
に
折
口
の
年
譜
と
論
文
を
た
ど
っ
た
が
、
実
は
「
三
郷
巷
談
」

の
発
表
か
ら
「
髯
籠
の
話
」
に
到
る
著
述
に
は
、
大
き
な
問
題
が
存
在
す
る
。

そ
れ
は
、「
三
郷
巷
談
」
は
大
阪
の
「
三
郷
」
に
お
け
る
「
巷
談
」、
つ
ま
り

口
頭
伝
承
と
し
て
の
世
間
話
を
、
そ
れ
ぞ
れ
テ
ー
マ
を
も
た
せ
て
綴
り
、
羅

列
的
に
並
べ
た
も
の
と
い
え
る
。
折
口
の
著
作
で
は
、
た
と
え
ば
大
正
十
年

の
「
沖
縄
採
訪
手
帖
」
や
大
正
十
二
年
の
「
沖
縄
採
訪
記
」
と
同
じ
よ
う
な

文
体
で
あ
る
。「
三
郷
巷
談
」
は
、
外
形
的
な
文
体
や
筆
致
が
、「
髯
籠
の
話
」

や
「
異
郷
意
識
の
進
展
」
と
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
「
髯
籠
の
話
」
で
は
、「
依
代
」
を
め
ぐ
る
日
本
の
基
層
文
化
が
シ
ス
テ

マ
テ
ィ
ッ
ク
に
と
い
う
か
、
構
造
的
に
把
握
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
が

で
き
る
。
単
純
に
神
迎
え
に
「
依
代
」
の
必
要
性
を
説
く
だ
け
で
な
く
、

こ
の
論
文
で
は
「
折
口
神
学
」
と
で
も
言
え
る
仮
説
が
提
示
さ
れ
て
い
る

の
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
唯
一
絶
対
神
へ
の
信
仰
が
存
在
す
る
こ
と
を
証
明

し
た
い
と
い
う
、
折
口
の
思
い
を
読
み
と
る
こ
と
が
で
き
る
。
折
口
は
、
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神
迎
え
の
髯
籠
は
太
陽
を
形
象
し
た
も
の
で
、
日
本
神
話
に
登
場
す
る
ア

マ
テ
ラ
ス
に
唯
一
絶
対
神
信
仰
の
神
学
形
成
を
見
出
し
て
い
こ
う
と
し
て

い
る

（
４
）。

　

つ
ま
り
、「
髯
籠
の
話
」
は
折
口
神
学
的
な
内
容
を
も
ち
な
が
ら
も
、
日

本
の
基
層
文
化
に
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
出
来
て
い
る
論
文
で
、
こ
こ
で
展
開

す
る
論
理
は
構
造
性
を
も
ち
な
が
ら
、
持
続
的
に
検
討
さ
れ
て
い
く
。
こ

れ
と
「
三
郷
巷
談
」
と
を
比
較
す
る
と
、
外
形
的
に
は
筆
致
に
大
き
な
差

が
あ
る
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
こ
の
差
を
ど
う
考
え
る
か
と
い
う
こ
と

で
あ
る
。

　

折
口
の
著
作
を
「
三
郷
巷
談
」
か
ら
「
髯
籠
の
話
」、
そ
し
て
「
異
郷
意

識
の
進
展
」
と
読
み
進
め
て
い
く
と
、「
髯
籠
の
話
」
や
「
異
郷
意
識
の
進

展
」
で
は
、
飛
躍
的
に
複
雑
な
論
理
が
登
場
し
て
く
る
。
こ
の
こ
と
を
ど

う
考
え
る
か
と
い
う
こ
と
で
も
あ
る
。
も
う
一
つ
、
折
口
学
の
研
究
、
折

口
信
夫
に
関
す
る
研
究
で
は
、
今
ま
で
「
三
郷
巷
談
」
は
あ
ま
り
取
り
上

げ
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
お
そ
ら
く
、「
三
郷
巷
談
」
を
ど
う
扱
っ

て
い
い
の
か
、
文
面
か
ら
は
折
口
自
身
の
考
え
が
十
分
読
み
取
れ
な
い
た

め
で
は
な
い
か
と
思
う
。「
三
郷
巷
談
」
の
背
後
に
存
在
す
る
も
の
が
見
え

に
く
く
、
概
括
的
な
評
価
は
行
わ
れ
て
い
る
が
、
知
る
限
り
細
か
な
分
析

は
行
わ
れ
て
こ
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

　
「
三
郷
巷
談
」
の
内
容
と
主
題

　
「
三
郷
巷
談
」
の
内
容
を
検
討
し
て
い
く
と
、
こ
こ
に
は
折
口
が
巷
談
か

ら
描
こ
う
と
し
た
主
題
が
い
く
つ
か
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。
折
口
に
は

こ
れ
以
外
に
い
く
つ
も
重
要
な
論
文
が
あ
り
、
あ
ま
り
読
ま
れ
て
な
い
と

思
わ
れ
る
の
で
、
便
宜
的
に
最
初
の
巷
談
か
ら
番
号
を
つ
け
て
検
討
し
て

い
く
と
、
ま
ず
初
め
に
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
巷
談
が
、
①
平
野
の
御
霊

神
社
氏
子
の
身
体
的
特
徴
の
こ
と
で
あ
る
。
東
区
平
野
町
の
御
霊
神
社
と

い
う
の
は
、
現
在
の
中
央
区
淡
路
町
の
御
霊
神
社
で
、
本
町
駅
と
淀
屋
橋

駅
の
中
間
あ
た
り
の
御
堂
筋
か
ら
少
し
西
に
入
っ
た
と
こ
ろ
に
祀
ら
れ
て

い
る
。「
御
霊
神
社
の
氏
子
は
か
う
い
ふ
こ
と
を
信
じ
て
ゐ
る
。
ほ
か
ほ
か

の
社
の
氏
子
と
か
は
つ
た
処
が
か
ら
だ
に
一
個
処
あ
る
。
そ
れ
は
こ
の
社

の
氏
子
に
限
つ
て
玉
茎
が
曲
つ
て
ゐ
る
、
そ
れ
で
明
ら
か
に
区
別
が
立
つ

と
い
ふ
の
だ
」
で
始
ま
り
、「
御
霊
は
蕃
神
だ
か
ら
そ
の
氏
子
が
普
通
の
日

本
人
と
違
つ
た
身
体
的
特
徴
を
有
つ
て
ゐ
る
と
考
へ
る
と
お
も
し
ろ
い
」

と
い
う
。
蕃
神
だ
か
ら
異
な
っ
た
身
体
的
特
徴
を
持
つ
と
い
う
の
は
折
口

の
解
釈
で
、
こ
れ
に
続
い
て
こ
の
伝
承
の
類
例
と
し
て
、
東
区
難
波
の
八

坂
神
社
、
堺
市
の
天
満
宮
、
河
内
の
道
明
寺
天
神
の
氏
子
を
あ
げ
る
。
東

区
難
波
の
八
坂
神
社
は
現
在
の
浪
速
区
元
町
の
八
坂
神
社
で
、
地
下
鉄
大

国
町
駅
の
近
く
に
鎮
座
し
て
い
る
。
こ
の
神
社
の
氏
子
の
間
に
も
玉
茎
が

曲
が
っ
て
い
る
と
語
り
伝
え
ら
れ
、
他
社
の
氏
子
の
「
古
老
に
聞
く
と
、

祇
園
の
氏
子
は
玉
茎
が
曲
つ
て
ゐ
る
と
は
い
は
な
い
で
小
水
が
曲
つ
て
出

る
と
い
ふ
の
だ
と
い
ふ
」
と
、
聞
き
書
き
を
行
っ
て
い
る
こ
と
も
わ
か
る
。

堺
市
の
天
満
宮
と
い
う
の
は
、
現
在
の
旅
籠
町
の
天
満
宮
で
、「
大
阪
の
天

満
に
は
さ
う
い
ふ
こ
と
は
な
い
様
で
あ
る
が
、
或
は
年
よ
り
な
ん
か
の
う

ち
に
は
御
霊
八
坂
同
様
信
じ
て
る
者
も
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。
尚
多
数
の
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人
に
問
ふ
て
見
や
う
と
思
う
。」
と
い
う
。
河
内
の
道
明
寺
天
神
は
、
藤
井

寺
市
の
道
明
寺
天
満
宮
の
こ
と
で
、
文
面
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
と
し
て
は
、
こ

れ
は
河
内
に
行
っ
て
聞
い
た
と
い
う
よ
り
大
阪
の
町
中
で
聞
い
た
こ
と
と

思
わ
れ
る
。

　

①
平
野
・
御
霊
神
社
氏
子
の
身
体
的
特
徴
で
は
、
折
口
に
と
っ
て
は
身

近
に
あ
る
平
野
・
御
霊
神
社
の
氏
子
の
身
体
伝
承
を
も
と
に
、
類
例
を
大

阪
市
内
と
河
内
に
求
め
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
話
で
は
「
身
体
的
特
徴
」

と
い
う
の
が
重
要
だ
が
、
折
口
は
「
こ
の
伝
説
に
は
大
阪
近
辺
で
は
説
明

説
話
を
伝
へ
て
ゐ
る
処
は
な
い
が
、
或
は
地
方
に
よ
つ
て
は
御
存
じ
の
人

が
あ
る
か
も
知
れ
な
い
」
と
い
い
、「
説
明
説
話
」
の
表
現
か
ら
は
口
承
文

芸
へ
の
視
点
が
う
か
が
え
る
。
続
い
て
「
曲
っ
て
ゐ
る
と
称
せ
ら
れ
る
氏

子
自
身
が
い
ふ
の
で
恥
る
と
い
ふ
よ
り
幾
分
誇
っ
て
ゐ
る
様
な
傾
が
あ
る

の
が
お
も
し
ろ
い
」
と
、
こ
の
伝
承
の
心
意
を
解
釈
し
て
い
る
。
こ
の
解

釈
は
、
自
分
た
ち
の
身
体
に
関
す
る
、
い
わ
ば
異
常
な
、
マ
イ
ナ
ー
な
伝

承
を
ど
う
理
解
し
て
伝
え
て
い
る
の
か
と
い
う
こ
と
で
、
こ
こ
か
ら
は
作

物
禁
忌
や
食
物
禁
忌
、
さ
ら
に
後
に
折
口
も
問
題
と
し
て
取
り
上
げ
、
坪

井
洋
文
が
大
き
な
問
題
に
成
長
さ
せ
た
餅
な
し
正
月
な
ど
、
所
謂
タ
ブ
ー

伝
承
の
研
究
へ
と
広
が
っ
て
く
る
。

　

ま
た
、
こ
こ
で
い
う
あ
る
神
の
氏
子
が
も
っ
て
い
る
身
体
的
特
徴
に
つ

い
て
は
、
そ
の
後
、
柳
田
國
男
も
研
究
対
象
と
す
る
。
柳
田
國
男
は
、
大

正
五
年
に
は
『
郷
土
研
究
』
第
四
巻
第
八
号
に
「
一
眼
一
足
の
怪
」、
同
第

四
巻
第
九
号
に
「
片
足
神
」、
大
正
六
年
に
は
第
四
巻
第
十
一
号
に
「
片
目

の
魚
」、
第
四
巻
第
十
二
号
に
「
一
つ
目
小
僧
」
を
書
き
、
さ
ら
に
同
年
八
・

九
月
に
は
東
京
日
々
新
聞
に
「
一
つ
目
小
僧
の
話
」
を
連
載
す
る
。「
一
つ

目
小
僧
の
話
」
で
は
、
御
霊
信
仰
と
氏
子
や
贄
の
身
体
的
特
徴
が
論
じ
ら

れ
て
お
り
、
柳
田
の
こ
の
視
点
に
は
、
折
口
の
「
三
郷
巷
談
」
か
ら
の
示

唆
が
あ
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。

　

①
の
平
野
・
御
霊
神
社
に
関
す
る
巷
談
が
も
つ
要
点
は
、
蕃
神
、
神
と

氏
子
と
の
関
係
性
に
お
け
る
身
体
や
身
体
的
特
徴
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う

か
と
思
う
。
こ
の
後
に
続
く
「
三
郷
巷
談
」
を
見
て
い
く
と
、
身
体
・
身

体
的
特
徴
に
関
す
る
伝
承
が
い
く
つ
も
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
折
口
信

夫
が
抱
い
て
い
た
神
観
念
は
、
長
谷
川
政
春
の
指
摘（

５
）を

俟
つ
ま
で
も
な
く

「
身
体
」
が
重
要
な
意
味
を
も
つ
が
、
そ
れ
は
「
三
郷
巷
談
」
で
示
さ
れ
た

こ
う
し
た
視
点
か
ら
の
展
開
と
い
え
る
。

　

折
口
は
ま
れ
び
と
論
で
も
神
を
論
ず
る
と
き
に
は
、
そ
の
神
を
具
象
性

な
も
の
と
し
て
、
つ
ま
り
身
体
を
も
つ
も
の
と
し
て
論
ず
る
の
が
特
色
で
、

抽
象
的
な
神
学
と
し
て
神
を
説
明
す
る
視
点
と
は
異
な
っ
て
い
る
。
そ
れ

は
「
ま
れ
び
と
」
を
神
と
す
る
と
き
に
、「
万
葉
集
」
の
「
人
」
の
読
み
を

重
視
す
る
と
こ
ろ
に
も
、
こ
う
し
た
視
点
が
象
徴
的
に
表
れ
て
い
る
。
折

口
の
文
化
論
に
は
、
唯
物
的
な
捉
え
方
が
し
ば
し
ば
見
ら
れ

（
６
）、

同
じ
よ
う

な
論
理
で
神
も
人
間
の
躰
と
強
い
結
び
つ
き
を
も
っ
て
論
じ
て
い
く
の
で

あ
る
。
ま
れ
び
と
論
は
八
重
山
・
石
垣
島
で
ア
ン
ガ
マ
を
見
て
、
神
と
神

の
身
体
を
意
識
し
た
の
で
は
な
く
、
折
口
の
中
に
は
も
っ
と
根
源
的
な
と

こ
ろ
で
、
神
を
考
え
る
と
き
に
人
間
の
身
体
と
結
び
つ
け
る
視
点
が
あ
っ

た
と
い
え
る
。

　
「
三
郷
巷
談
」
の
次
の
巷
談
は
②
「
ぼ
お
た
」
で
、
柳
田
國
男
は
、
最
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初
の
平
野
・
御
霊
神
社
氏
子
の
身
体
的
特
徴
は
『
郷
土
研
究
』
誌
上
で
、

「
ぼ
お
た
」
は
『
故
郷
七
十
年
』
で
高
い
評
価
を
与
え
て
い
る
。「
ぼ
お
た
」

と
い
う
の
は
掠
奪
婚
の
こ
と
で
、
具
体
的
に
年
寄
り
た
ち
の
体
験
と
し
て

「
木
津
村
・
難
波
村
・
今
宮
村
で
も
明
治
初
年
ま
で
行
わ
れ
て
い
た
」
と

し
て
、「
木
津
村
で
は
「
今
五
十
年
輩
の
女
の
う
ち
に
は
『
あ
の
人
も
ぼ

お
た
で
嫁
や
は
っ
た
の
に
え
ら
い
え
え
し
（
好
い
衆
）
に
な
り
や
は
っ
た

も
ん
や
』
な
ど
と
い
は
れ
て
ゐ
る
人
も
二
人
ば
か
り
あ
る
。」」
と
、
地
元

の
古
老
の
語
り
を
そ
の
ま
ま
使
っ
て
記
し
て
い
る
。
古
老
の
言
葉
を
そ
の

ま
ま
あ
げ
る
こ
と
で
、
伝
承
の
客
観
性
を
担
保
し
て
「
ぼ
お
た
」
の
巷
談

を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
「
ぼ
お
た
」
の
最
後
の
と
こ
ろ
で
は
、

「『
ぼ
お
た
』
は
『
う
ば
う
た
』
の
『
う
』
が
鼻
母
音
的
の
性
格
を
も
っ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
そ
れ
が
略
さ
れ
た
」
と
、
い
わ
ば
言
語
学
的
な
解
釈
を

し
て
い
る
。

　

折
口
の
言
語
学
的
解
釈
の
当
否
は
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、「
ぼ

お
た
は
家
計
不
如
意
で
嫁
入
支
度
の
出
来
な
い
様
な
場
合
に
す
る
の
だ
と

い
ふ
こ
と
は
、
こ
の
会
話
の
断
片
に
よ
つ
て
も
窺
は
れ
よ
う
」「
後
に
な
つ

て
は
貧
民
の
結
婚
の
一
形
式
と
な
つ
て
し
ま
つ
た
の
だ
」
と
、
地
元
の
伝

承
か
ら
「
ぼ
お
た
」
の
社
会
性
を
捉
え
て
い
る
。「
ぼ
お
た
」
で
も
う
一
つ

重
要
な
こ
と
は
、
こ
れ
が
明
治
初
年
ま
で
行
わ
れ
て
い
た
と
説
明
し
て
い

る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
が
何
を
示
し
て
い
る
の
か
と
い
え
ば
、
生
活
の
変

化
へ
の
関
心
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

折
口
の
著
作
を
読
ん
で
い
る
と
気
に
な
る
言
葉
遣
い
が
い
く
つ
も
あ
る
。

折
口
の
研
究
は
、
文
学
史
の
構
築
に
主
題
が
あ
る
と
思
え
る
が
、
た
と
え

ば
「
醇
化
」
と
い
う
言
葉
な
ど
で
説
明
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
ら
か
ら
は
、

折
口
は
古
代
の
姿
を
復
元
し
よ
う
と
し
た
だ
け
で
な
く
、
生
活
や
考
え
方

の
変
化
に
対
し
て
、
非
常
に
敏
感
に
、
注
意
深
く
捉
え
よ
う
と
し
て
い
る

の
が
窺
え
る
。
古
代
の
こ
と
を
固
定
的
な
モ
デ
ル
と
し
て
示
す
だ
け
で
は

な
く
、
そ
の
後
の
歴
史
的
変
化
を
常
に
念
頭
に
お
き
つ
つ
論
じ
て
い
る
の

で
あ
り
、
こ
の
変
化
を
「
醇
化
」
な
ど
の
言
葉
を
使
い
な
が
ら
説
明
し
て

い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
折
口
著
作
を
捉
え
る
と
、「
ぼ
お
た
」
で
言
う
「
明
治
初
年

ま
で
行
わ
れ
て
い
て
」「
今
五
十
年
輩
の
女
の
う
ち
に
」
と
い
う
表
現
か
ら

は
、
掠
奪
婚
の
変
化
と
い
う
視
点
が
窺
え
よ
う
。

　

次
の
③
「
ゑ
つ
た
の
こ
き
わ
け
」
か
ら
は
、
被
差
別
集
落
の
伝
承
が
続

い
て
出
て
く
る
。
具
体
的
に
は
穢
多
の
こ
と
が
、
穢
多
の
屎
尿
の
排
泄
が

大
阪
で
ど
の
よ
う
に
い
わ
れ
て
い
た
の
か
、
そ
し
て
④
「
一
里
ゑ
つ
た
夙

三
里
」
の
成
句
を
出
し
て
、
大
阪
の
周
辺
、
摂
津
や
河
内
、
和
泉
で
そ
の

集
落
の
あ
り
方
が
ど
の
よ
う
に
い
わ
れ
て
い
た
の
か
を
い
う
。
④
の
巷
談

で
は
、「
夙
村
の
出
入
口
に
は
必
ず
門
が
あ
っ
た
」、
そ
の
門
の
存
在
が
「
昔

は
田
舎
に
行
っ
て
夙
村
か
良
民
の
村
か
を
見
わ
け
る
唯
一
の
標
準
だ
っ
た
」

と
し
て
い
る
。
さ
ら
に
⑤
「
夙
村
の
人
間
は
肋
骨
が
一
本
足
ら
ぬ
と
伝
え

て
ゐ
る
」
と
、
差
別
さ
れ
て
い
る
穢
多
・
非
人
が
も
つ
身
体
的
欠
損
に
つ

い
て
の
伝
承
を
取
り
上
げ
て
い
る
。
③
か
ら
⑤
の
巷
談
は
、
穢
多
・
非
人

が
、当
時
ど
の
よ
う
に
他
の
人
た
ち
に
い
わ
れ
て
い
る
の
か
を
伝
承
に
よ
っ

て
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

①
で
は
神
と
氏
子
と
の
関
係
性
に
お
け
る
身
体
的
特
徴
を
い
い
、
こ
こ
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で
は
夙
村
の
人
間
の
排
泄
や
肋
骨
と
い
う
身
体
的
特
徴
を
取
り
上
げ
、
ま

た
、
夙
村
落
の
外
観
、
視
覚
的
特
色
を
い
っ
て
い
る
。
折
口
に
は
、
前
述

し
た
よ
う
に
唯
物
的
視
点
が
あ
り
、
そ
の
こ
と
が
「
夙
村
の
出
入
口
に
は

必
ず
門
が
あ
っ
た
」
と
か
「
昔
は
田
舎
に
行
っ
て
夙
村
か
良
民
の
村
か
を

見
わ
け
る
唯
一
の
標
準
だ
っ
た
」
と
い
う
こ
と
を
書
か
せ
て
い
る
の
で
あ

る
。

　

次
は
⑥
「
夙
村
の
商
売
」
で
、
こ
こ
で
は
「
神
戸
で
は
ゑ
つ
た
の
花
売

り
が
く
る
。
大
阪
で
は
ゑ
つ
た
の
出
商
売
は
下
駄
直
し
。
花
売
り
は
夙
が

す
る
。
夙
は
狡
猾
だ
と
い
う
。」
伝
承
を
記
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
夙
と

穢
多
と
が
区
別
さ
れ
、「
行
商
人
は
多
く
は
夙
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
、
夙

も
の
は
狡
猾
だ
と
い
ふ
う
き
名
を
と
っ
た
も
の
と
思
は
れ
る
」
と
い
う
解

釈
を
行
い
、
夙
・
穢
多
の
生
業
と
気
質
の
関
わ
り
を
伝
承
の
中
で
確
認
し

て
い
る
。

　

⑦
つ
目
は
北
河
内
郡
の
「
出
郷
」
の
性
格
と
い
う
こ
と
で
、
出
郷
は
夙

だ
と
い
う
一
方
、「
産
所
出
郷
と
も
よ
ん
で
ゐ
る
」
こ
と
を
取
り
上
げ
、
普

通
な
ら
「
産
所
」
は
「
散
所
」
と
解
釈
す
る
と
こ
ろ
を
、「
産
の
穢
を
忌
ん

で
産
婦
の
行
っ
た
所
で
あ
る
と
い
ふ
あ
た
り
か
ら
見
る
と
、
純
然
た
る
産

所
で
あ
る
」
と
判
断
し
て
い
る
。
伝
承
重
視
の
姿
勢
が
う
か
が
え
る
の
で

あ
る
が
、
こ
こ
で
は
も
う
一
つ
注
目
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
は
「
こ

の
付
近
で
は
こ
の
出
郷
の
こ
と
を
ま
ち
と
い
ふ
階
級
で
、
夙
で
は
な
い
と

い
ふ
年
よ
り
が
あ
る
」
と
い
う
こ
と
で
、「
ま
ち
と
い
ふ
階
級
」
と
い
う
表

現
が
出
て
来
る
。
こ
こ
で
い
う
「
階
級
」
は
折
口
名
彙
と
さ
れ
て
い
る
用

語
の
一
つ
で
あ
る
。
折
口
術
語
で
は
、「
階
級
」
は
所
謂
ヒ
エ
ラ
ル
ヒ
ー
の

な
か
で
の
階
級
で
は
な
く
、
生
活
様
式
を
共
通
に
す
る
一
つ
の
集
団
と
い

う
の
を
「
何
々
階
級
」
と
い
う
の
で
あ
り
、「
ま
ち
と
い
う
階
級
」
と
い
う

の
は
、「
ま
ち
」
と
い
う
性
格
を
も
っ
た
場
で
生
活
を
し
て
い
る
人
た
ち
の

集
団
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
⑦
の
中
で
は
具
体
的
に
は
「
ま
ち
と
い
う
階

級
」
が
ど
の
よ
う
な
要
件
に
よ
っ
て
成
り
立
っ
て
い
る
の
か
は
説
明
し
て

い
な
い
が
、「
階
級
」
と
い
う
用
語
が
「
三
郷
巷
談
」
の
時
点
か
ら
、
後
の

折
口
名
彙
と
同
じ
よ
う
な
意
味
で
使
わ
れ
て
い
る
と
理
解
し
て
い
い
の
で

は
な
い
か
と
思
う
。

　

⑧
つ
目
は
、「
北
河
内
辺
り
の
夙
村
」
で
「『
わ
し
ら
の
村
は
宮
さ
ん
す

ぢ
や
』
と
誇
っ
て
い
る
の
を
屢
耳
に
す
る
」
と
い
う
巷
談
で
あ
る
。
こ
れ

は
、
夙
は
天
皇
の
御
陵
番
を
し
て
い
た
守
戸
で
あ
る
と
い
う
説
に
基
づ
い

て
、
二
十
年
ほ
ど
前
に
あ
る
詐
欺
師
が
華
族
へ
の
取
り
上
げ
を
説
い
た
こ

と
に
拠
る
と
し
て
い
る
。
所
謂
世
間
話
の
生
成
を
例
示
し
て
い
る
の
で
あ

る
が
、
夙
と
皇
族
と
の
つ
な
が
り
と
い
う
巷
談
か
ら
は
、
折
口
の
、
社
会

的
な
人
事
に
関
す
る
伝
承
へ
の
関
心
が
窺
え
よ
う
。

　
『
郷
土
研
究
』
第
一
巻
第
十
号
に
掲
載
さ
れ
た
「
三
郷
巷
談
」
最
後
の
⑨

で
は
、
被
差
別
集
落
の
衰
退
に
つ
い
て
具
体
的
な
地
名
を
あ
げ
て
例
示
し

て
い
る
。
豊
能
郡
の
産
所
は
、「
村
は
も
う
三
十
年
も
前
に
な
く
な
つ
た
の

で
か
な
り
の
年
輩
の
人
で
な
い
と
産
所
と
い
ふ
村
が
あ
つ
た
こ
と
す
ら
知

ら
な
い
」
と
か
、
こ
こ
の
こ
と
は
「
附
近
の
人
に
聞
く
と
一
軒
減
り
二
軒

へ
り
し
て
何
時
の
間
に
か
す
つ
か
り
な
く
な
つ
た
」
な
ど
、
⑨
の
記
述
か

ら
は
豊
能
郡
や
北
河
内
郡
な
ど
の
被
差
別
集
落
を
回
っ
て
い
る
こ
と
が
う

か
が
え
る
。
こ
こ
で
も
「
賤
民
の
階
級
」
と
い
う
表
現
が
あ
る
。
こ
の
「
階
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級
」
の
意
味
に
つ
い
て
折
口
が
概
念
を
規
定
す
る
の
は
昭
和
六
年
一
月
の

「
民
間
伝
承
蒐
集
事
項
目
安
」（『
民
俗
学
』
第
三
巻
第
一
号
）
で
あ
る
が
、

前
述
の
よ
う
に
大
正
二
年
の
段
階
で
こ
れ
と
ほ
ぼ
近
い
考
え
方
が
出
来
て

い
た
と
推
察
で
き
る
。

　
「
三
郷
巷
談
」
の
次
の
巷
談
は
、
大
正
三
年
三
月
の
『
郷
土
研
究
』
第
二

巻
第
一
号
に
掲
載
さ
れ
た
も
の
で
、
こ
の
号
に
は
⑩
「
も
お
ず
し
や
う
じ

ん
」
と
⑪
「
あ
は
し
ま
」
の
二
項
目
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。

　

⑩
「
も
お
ず
し
や
う
じ
ん
」
は
、
現
在
は
堺
市
で
あ
る
泉
北
郡
百
舌
鳥

村
百
舌
鳥
が
伝
え
る
精
進
の
風
習
を
取
り
上
げ
た
も
の
で
、
万
代
八
幡
宮

の
伝
承
が
長
文
に
わ
た
っ
て
記
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
万
代
八
幡
宮

の
氏
子
た
ち
は
、
正
月
三
が
日
は
肉
食
を
し
な
い
で
物
忌
み
を
す
る
こ
と

と
、
何
故
肉
食
を
し
な
い
で
物
忌
み
を
す
る
の
か
と
い
う
伝
承
で
あ
る
。

こ
の
精
進
を
怠
る
と
「
か
つ
た
い
（
ら
い
病
）」
に
な
る
と
い
う
精
進
の
起

原
説
明
、
説
明
説
話
が
あ
げ
ら
れ
、
さ
ら
に
近
年
の
徴
兵
制
度
に
よ
っ
て

こ
の
精
進
習
俗
が
衰
退
し
た
こ
と
を
説
明
し
て
い
る
。

　

折
口
が
こ
の
伝
承
を
取
り
上
げ
た
の
は
、
ら
い
病
と
肉
食
禁
忌
、
万
代

八
幡
へ
の
誓
い
と
村
と
し
て
の
物
忌
み
へ
の
関
心
と
い
え
よ
う
。「
も
お
ず

し
や
う
じ
ん
」
の
次
の
「
あ
は
し
ま
」
を
合
わ
せ
考
え
る
な
ら
、
折
口
の

関
心
は
穢
れ
や
物
忌
み
で
あ
っ
た
と
推
測
で
き
、
し
か
も
万
代
八
幡
の
神

へ
の
誓
い
は
、
神
と
氏
子
と
の
関
係
性
を
示
す
伝
承
で
あ
り
、
最
初
の
平

野
・
御
霊
神
社
氏
子
の
身
体
的
特
徴
と
通
ず
る
も
の
が
あ
る
。

　

⑪
「
あ
は
し
ま
」
は
、
淡
島
信
仰
の
伝
承
を
住
吉
明
神
と
の
関
係
性
の

も
と
で
取
り
上
げ
、
さ
ら
に
住
吉
大
社
の
堺
へ
の
巡
行
を
紹
介
し
て
い
る

の
で
あ
る
が
、
注
目
さ
れ
る
の
は
住
吉
明
神
の
妻
で
あ
る
淡
島
明
神
の
白

血
長
血
の
穢
れ
伝
承
を
重
視
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
は
血
の
穢
れ

に
よ
っ
て
流
さ
れ
た
淡
島
明
神
の
伝
承
で
あ
り
、
流
さ
れ
神
と
そ
の
神
自

体
が
観
念
的
な
も
の
で
は
な
く
、
人
間
臭
さ
を
も
つ
こ
と
が
示
さ
れ
て
い

る
。
堺
の
朝
日
神
明
社
に
も
白
血
長
血
の
伝
承
が
あ
り
、
朝
日
神
明
の
神

が
流
さ
れ
、
住
吉
明
神
の
堺
巡
行
に
際
し
て
は
、
朝
日
神
明
の
怨
み
を
怖

れ
て
い
る
こ
と
、
神
明
は
嫉
妬
怨
恨
を
表
す
た
め
に
太
鼓
を
打
ち
続
け
る

と
い
う
伝
承
を
あ
げ
て
い
る
。
こ
こ
で
も
日
本
人
の
神
観
念
が
、
①
平
野
・

御
霊
神
社
氏
子
の
身
体
的
特
徴
と
同
じ
よ
う
に
、
観
念
的
な
も
の
で
は
な

く
人
間
の
延
長
線
上
に
あ
る
こ
と
を
捉
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、
穢

れ
の
た
め
に
流
さ
れ
る
神
に
つ
い
て
は
、
加
太
で
の
淡
島
祭
祀
の
由
来
だ

け
で
は
な
く
、
穢
れ
を
流
す
と
い
う
、
後
に
折
口
が
説
い
て
い
く
常
世
論

と
の
関
係
も
う
か
が
え
よ
う
。

　
『
郷
土
研
究
』
第
二
巻
第
一
号
の
「
三
郷
巷
談
」
は
こ
の
二
つ
の
巷
談
だ

け
で
、
次
は
大
正
五
年
十
月
の
『
郷
土
研
究
』
四
巻
七
号
に
掲
載
さ
れ
た

「
三
郷
巷
談
」
と
な
る
。
こ
こ
で
は
ま
ず
⑫
「
南
ぬ
け
の
御
名
号
」
と
題
し

て
「
南
無
阿
弥
陀
仏
」
の
「
南
」
が
抜
け
る
と
い
う
名
号
を
取
り
上
げ
て

い
る
。
木
津
七
軒
の
旧
家
の
伝
承
と
、
こ
の
中
の
雲
雀
家
が
持
つ
名
号
に

つ
い
て
の
説
明
で
あ
り
、
⑫
は
家
の
伝
承
に
つ
い
て
の
巷
談
で
あ
る
。

　

次
は
⑬
「
算
勘
の
名
人
」
と
い
う
こ
と
で
、
ど
こ
か
ら
来
た
か
わ
か
ら

な
い
漂
泊
者
が
持
つ
力
に
つ
い
て
の
巷
談
で
あ
る
。
特
別
な
力
を
も
つ
漂

泊
者
と
し
て
ソ
ロ
バ
ン
の
名
人
が
出
て
来
る
が
、
こ
れ
は
い
う
ま
で
も
な

く
外
界
か
ら
訪
れ
て
く
る
特
殊
技
能
者
の
呪
的
な
力
に
つ
い
て
の
こ
と
で
、
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こ
の
人
物
は
「
何
処
か
ら
ど
う
し
て
来
た
人
と
も
、
今
以
て
判
然
せ
ぬ
」

が
、
そ
の
呪
力
に
よ
っ
て
傾
い
た
唯
泉
寺
の
本
堂
が
直
る
の
を
見
て
い
た

と
い
う
人
物
が
何
人
か
い
る
こ
と
を
あ
げ
て
い
る
。
こ
れ
は
巷
談
の
生
成

と
伝
承
が
、
こ
れ
を
実
見
し
た
人
た
ち
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
い
く
こ
と
の

例
示
と
捉
え
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　

⑭
「
樽
入
れ
棒
は
な
」
は
、
木
津
で
の
祭
り
や
婚
礼
に
際
し
て
行
う
若

者
組
の
振
る
舞
い
に
つ
い
て
の
民
俗
を
報
じ
た
も
の
で
、若
者
組
に
は
「
若

中
」
と
そ
の
上
の
「
兄
若
い
衆
」
が
あ
る
と
い
う
。
こ
こ
で
折
口
は
「
階

級
」
と
い
う
用
語
は
使
っ
て
い
な
い
が
、「
階
級
」
に
つ
い
て
の
具
体
例
を

捉
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
折
口
の
い
う
「
階
級
」
に
は
、
年
齢
を
基
準
に

し
た
階
級
、
経
験
に
基
づ
く
階
級
、
さ
ら
に
社
会
的
地
位
に
基
づ
く
階
級

の
、
三
つ
が
あ
る
が

（
７
）、

こ
こ
で
は
若
者
組
と
い
う
年
齢
に
基
づ
く
階
級
と

い
う
こ
と
で
、
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
「
階
級
」
は
こ
の
時
点
で
自
身
の

中
に
概
念
化
さ
れ
て
い
る
と
推
測
で
き
る
。

　

⑮
は
「
執
念
の
鬼
灯
」
で
、
こ
こ
で
は
「
五
大
力
恋

こ
い
の
ふ
う
じ
め

緘
」
と
い
う

歌
舞
伎
狂
言
が
出
て
来
る
。
こ
れ
は
母
か
ら
聞
い
た
伝
承
と
し
て
あ
げ
て

い
る
。
折
口
は
自
ら
の
母
に
つ
い
て
多
く
を
語
っ
て
お
ら
ず
、
こ
こ
で
の

母
か
ら
聞
い
た
こ
と
と
い
う
の
は
、
稀
少
な
記
載
で
あ
る
。「
曾
根
崎
新
地

の
菊
野
の
殺
さ
れ
た
茶
屋
は
、
今
年
五
十
六
に
な
る
私
の
母
が
、
子
供
の

頃
ま
で
残
っ
て
居
た
さ
う
だ
」
と
い
っ
て
い
た
と
か
、
曽
祖
母
か
ら
の
口

移
し
の
話
を
「
母
が
其
ま
ま
、
私
等
に
聞
か
せ
た
。
子
供
の
時
分
は
、
北

の
新
地
へ
さ
へ
行
け
ば
、
何
時
で
も
、
菊
野
の
か
た
み
の
鬼
灯
が
見
ら
れ

る
も
の
と
信
じ
て
居
た
」
と
い
う
。

　
「
五
大
力
恋
緘
」
の
「
五
大
力
」
は
、
た
と
え
ば
住
吉
大
社
境
内
に
祀
ら

れ
て
い
て
、
玉
垣
の
中
に
小
石
が
い
っ
ぱ
い
敷
か
れ
、「
五
」「
大
」「
力
」

と
墨
書
さ
れ
た
小
石
を
拾
っ
て
お
守
り
袋
に
入
れ
て
お
守
り
と
す
る
。
⑮

で
は
五
大
力
菩
薩
の
信
仰
に
つ
い
て
の
伝
承
を
あ
げ
て
い
る
わ
け
で
は
な

い
が
、
五
大
力
菩
薩
信
仰
に
つ
い
て
は
、『
郷
土
研
究
』
で
は
、「
三
郷
巷

談
」
掲
載
以
前
の
第
一
巻
第
五
号
に
南
方
熊
楠
が
「
五
大
力
菩
薩
」
を
書

き
、
ま
た
同
じ
巻
号
に
出
口
米
吉
が
「
五
大
力
の
カ
ン
ザ
シ
の
形
」
を
書

い
て
い
て
、
誌
上
を
賑
わ
し
た
テ
ー
マ
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
伏
線
が
あ
っ
た
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、こ
こ
で
の
主
題
は
「
五

大
力
恋
緘
」
に
関
す
る
巷
談
で
あ
る
。「
五
大
力
恋
緘
」
は
、
元
文
二
年

（
一
七
三
七
）
に
曾
根
崎
で
薩
摩
侍
・
早
田
八
右
衛
門
が
痴
情
に
よ
っ
て
湯

女
菊
野
ら
五
人
を
殺
害
し
た
事
件
に
基
づ
い
た
歌
舞
伎
世
話
物
の
戯
作
で
、

寛
政
六
年
（
一
七
九
四
）
に
初
演
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
の
巷
談
は
、
実

際
に
あ
っ
た
殺
害
事
件
と
歌
舞
伎
と
が
相
俟
っ
て
、
演
劇
伝
承
と
し
て
大

阪
の
町
々
に
流
布
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
、
こ
れ
が
折
口
の
曾
祖
母
か

ら
母
へ
と
伝
え
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

折
口
は
大
正
七
年
十
月
に
は
『
土
俗
と
伝
説
』
第
一
巻
第
三
号
に
「
椀

久
」
と
い
う
短
文
を
書
い
て
い
る
が
、
こ
れ
は
折
口
が
御
堂
に
祖
母
と
お

参
り
に
行
っ
た
と
き
に
教
え
ら
れ
た
巷
談
で
、
そ
の
成
り
立
ち
を
「
伊
勢

の
瓢
簞
か
し
く
」
の
語
り
が
三
郷
の
町
に
広
が
り
、
芸
能
化
し
て
い
っ
た

こ
と
を
推
測
し
て
い
る
。「
椀
久
」
は
浄
瑠
璃
や
長
唄
な
ど
に
も
な
っ
て
い

て
、
や
は
り
こ
う
し
た
芸
能
と
巷
談
と
が
結
び
つ
い
て
い
た
と
い
え
よ
う
。

　

歌
舞
伎
の
「
五
大
力
恋
緘
」
は
お
そ
ら
く
曾
祖
母
も
母
も
観
て
お
り
、
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こ
れ
が
女
系
の
家
の
話
題
と
し
て
話
さ
れ
続
け
、
折
口
は
子
ど
も
の
頃
に

聞
か
さ
れ
て
い
た
の
を
こ
こ
に
記
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
い
ず
れ
に
し
て

も
「
五
大
力
恋
緘
」
は
、
そ
の
実
地
の
事
件
現
場
と
結
び
つ
い
た
演
劇
伝

承
と
し
て
庶
民
の
間
に
広
ま
っ
て
い
た
こ
と
の
表
れ
が
⑮
の
巷
談
と
い
え

る
。「
五
大
力
恋
緘
」
に
し
て
も
、「
椀
久
」
に
し
て
も
、
い
わ
ば
文
芸
化

す
る
こ
と
で
、
巷
の
話
、
世
間
話
と
し
て
の
伝
承
が
形
成
さ
れ
た
と
捉
え

る
こ
と
が
で
き
る
。

　

⑯
「
六
部
殺
し
」
も
同
様
に
演
劇
世
界
が
巷
談
と
し
て
流
布
し
た
も
の

を
初
め
に
あ
げ
て
い
る
。「
熊
野
八
鬼
山
の
順
礼
殺
し
」
は
、
文
化
十
二
年

（
一
八
一
五
）
に
中
座
で
初
演
さ
れ
た
「
敵
討
浦
朝
霞
（
か
た
き
う
ち
う
ら

あ
さ
が
す
み
）」
の
「
紀
州
八
鬼
山
峠
の
場
」
が
前
提
と
な
っ
て
い
る
。
大

阪
で
は
明
治
年
間
ま
で
は
し
ば
し
ば
上
演
さ
れ
た
戯
作
で
、「
三
郷
巷
談
」

が
掲
載
さ
れ
た
時
代
に
は
、「
熊
野
八
鬼
山
の
順
礼
殺
し
の
か
ら
く
り
唄
」

と
い
え
ば
、
ど
の
よ
う
な
内
容
で
あ
る
の
か
十
分
に
通
用
し
た
の
で
あ
る
。

こ
の
当
時
と
現
在
と
で
は
歌
舞
伎
に
対
す
る
社
会
的
な
関
心
度
が
違
っ
て

い
る
の
で
、
現
在
で
は
「
熊
野
八
鬼
山
の
順
礼
殺
し
の
か
ら
く
り
唄
」
と

い
わ
れ
て
も
内
容
が
即
座
に
理
解
で
き
な
い
の
で
あ
る
。

　
「
五
大
力
恋
緘
」「
熊
野
八
鬼
山
の
順
礼
殺
し
」
と
も
、
歌
舞
伎
と
し
て

演
じ
ら
れ
た
こ
と
が
巷
で
再
生
産
さ
れ
て
世
間
話
と
し
て
語
り
継
が
れ
る

と
い
う
構
図
を
も
つ
の
で
あ
る
。
こ
れ
と
同
様
な
説
話
の
構
図
が
、
中
世

末
か
ら
盛
ん
に
描
か
れ
る
よ
う
に
な
る
絵
馬
に
も
見
ら
れ
る
。
義
経
と
弁

慶
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
武
将
図
が
絵
馬
堂
に
掲
げ
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

説
話
が
再
生
産
さ
れ
て
い
く
と
い
う
構
図
で
あ
り
、
こ
う
し
た
武
将
図
は

昭
和
初
期
ま
で
社
寺
へ
の
奉
納
が
続
い
て
い
た
。
つ
ま
り
、
演
劇
や
絵
画

な
ど
に
よ
る
文
芸
が
巷
談
・
口
承
文
芸
と
し
て
再
生
産
さ
れ
て
い
く
と
い

う
シ
ス
テ
ム
が
、
こ
こ
に
は
存
在
し
て
い
る
の
で
あ
る

（
８
）。

　

折
口
は
、
子
ど
も
心
に
八
鬼
山
の
順
礼
殺
し
の
演
劇
に
は
「
云
ひ
知
ら

ぬ
恐
怖
を
唆
ら
れ
た
」
と
い
い
、
同
じ
よ
う
な
六
部
殺
し
が
大
阪
の
町
中

に
も
あ
る
の
だ
と
い
う
こ
と
を
教
え
子
か
ら
教
え
ら
れ
、
こ
う
し
た
伝
承

が
大
阪
の
町
中
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
大
阪
の
も
つ
「
田
園
都
市
の
匂
ひ
」

を
感
ぜ
ず
に
は
居
ら
れ
な
い
と
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
折
口
が
い
う
「
田

園
都
市
」
と
は
ど
の
よ
う
な
意
味
な
の
か
、
柳
田
國
男
の
場
合
と
同
じ
と

考
え
て
い
い
の
か
も
問
題
と
な
ろ
う
。
柳
田
の
「
田
園
都
市
」
は
都
鄙
連

続
論
で
、
近
代
に
お
け
る
都
市
論
の
中
で
は
都
市
と
田
舎
を
結
び
つ
け
、

そ
こ
に
連
続
性
を
も
た
せ
て
論
じ
る
と
こ
ろ
に
特
色
が
あ
る
が
、
折
口
の

場
合
は
ど
う
な
の
か
と
い
う
こ
と
で
、
折
口
の
都
市
論
が
今
後
の
課
題
と

な
る
。

　
『
郷
土
研
究
』
の
最
後
が
⑰
「
日
向
の
炭
焼
き
」
で
、
こ
こ
で
は
日
向
の

炭
船
が
難
波
の
土
橋
に
着
い
た
後
に
は
、
行
方
知
れ
ず
に
な
る
子
ど
も
が

必
ず
い
て
、
こ
の
船
で
さ
ら
わ
れ
て
い
く
と
い
う
巷
談
が
あ
っ
た
こ
と
を

報
じ
て
い
る
。
町
の
中
に
は
日
向
と
い
う
外
界
と
の
接
点
が
あ
っ
て
、
こ

こ
で
炭
船
に
よ
っ
て
チ
ャ
ン
ネ
ル
が
開
か
れ
る
と
子
ど
も
が
い
な
く
な
る

と
い
う
、
い
わ
ゆ
る
神
隠
し
の
、
都
市
版
と
い
え
る
話
で
あ
る
。

　
『
郷
土
研
究
』
が
休
刊
さ
れ
た
後
、
折
口
は
民
間
伝
承
研
究
の
雑
誌
と
し

て
大
正
七
年
八
月
に
『
土
俗
と
伝
説
』
を
創
刊
す
る
。
そ
し
て
、
そ
の
創

刊
号
か
ら
膝
折
武
助
の
ペ
ン
ネ
ー
ム
で
「
三
郷
巷
談
」
を
続
け
る
。
そ
の
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最
初
の
話
が
⑱
「
し
ゃ
か
ど
ん
」
で
、
大
阪
府
三
島
郡
佐
位
寺
の
、
あ
る

一
族
の
伝
承
を
記
し
て
い
る
。
佐
位
寺
と
い
う
の
は
、
折
口
に
と
っ
て
特

別
な
意
味
を
も
っ
た
所
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
折
口
も
書
い
て
い
な

い
の
で
触
れ
な
い
が
、
こ
こ
で
は
あ
る
一
族
が
も
つ
身
体
的
な
特
徴
を
紹

介
し
て
い
る
。
身
体
的
特
徴
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
①
で
氏
神
と
の
関
係

で
氏
子
が
身
体
的
特
徴
を
持
つ
巷
談
を
あ
げ
、
③
⑤
で
も
身
体
的
特
徴
に

関
す
る
巷
談
を
あ
げ
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
こ
で
も
一
族
が
も
つ
皮
膚
の

色
の
巷
談
を
あ
げ
て
い
る
の
で
あ
り
、
折
口
の
身
体
へ
の
こ
だ
わ
り
を
こ

こ
に
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
身
体
的
特
徴
は
、
前
述
の
よ
う
に
そ
の
異

常
性
に
着
目
さ
れ
る
が
、
折
口
は
⑱
で
も
、
そ
の
一
族
は
、
か
つ
て
は
大

地
主
で
あ
っ
た
こ
と
を
匂
わ
し
て
お
り
、
一
族
の
優
位
性
が
他
と
は
異
な

る
身
体
的
特
徴
と
な
っ
て
表
れ
る
例
と
し
て
こ
れ
を
あ
げ
て
い
る
。

　

⑲
は
夙
村
の
こ
と
で
、
集
落
の
周
り
に
「
へ
」
の
字
形
の
濠
の
よ
う
な

池
が
あ
る
こ
と
を
あ
げ
、
⑳
で
は
「
ゆ
う
べ
」
と
し
て
、「
ゆ
ん
べ
」
と
い

う
言
葉
を
冒
頭
に
す
え
た
歌
を
二
例
紹
介
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
『
郷
土

研
究
』
に
掲
載
さ
れ
た
川
村
杳
樹
（
柳
田
國
男
）
の
「
西
行
橋
」、
南
方
熊

楠
の
「
紀
州
俗
伝
」
と
の
類
似
を
言
っ
て
お
り
、
二
例
の
歌
と
も
末
が
わ

か
ら
な
く
な
っ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
「
可
な
り
な
老
人
に
聞
い
て
も
知
ら

ぬ
」
と
、
自
ら
の
採
訪
資
料
で
あ
る
こ
と
を
明
示
し
て
い
る
。

　

�
の
「
う
し
は
き
ば
」
は
、
馬
捨
て
場
の
伝
承
で
、
穢
多
、
皮
、
肉
の

こ
と
を
い
い
、
こ
の
場
所
は
「
わ
り
あ
ひ
に
神
聖
な
処
と
考
へ
ら
れ
て
ゐ

る
様
で
あ
る
」
と
解
釈
し
て
い
る
。

　
「
三
郷
巷
談
」
の
最
後
の
記
事
は
、
大
正
七
年
十
月
の
『
土
俗
と
伝
説
』

第
一
巻
第
三
号
で
、
こ
こ
で
は
「
名
字
」、「
人
な
ぶ
り
」、「
十
年
此
方
、

時
々
、子
ど
も
の
謡
ふ
の
を
聞
く
」（『
古
代
研
究
』
民
俗
学
篇
二
で
は
「
ら

つ
ぱ
を
羨
む
子
ど
も
」
と
い
う
題
が
つ
け
ら
れ
て
い
る
）
の
三
つ
の
巷
談

が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
�
「
名
字
」
は
、
木
津
や
難
波
の
名
字
を
取

り
上
げ
て
そ
の
由
来
伝
承
を
あ
げ
て
い
る
。
�
「
人
な
ぶ
り
」
は
人
を
な

ぶ
る
さ
ま
ざ
ま
な
成
句
、
名
が
し
ら
の
音
を
ア
リ
タ
レ
イ
シ
ョ
ン
し
て
遊

ぶ
よ
う
な
成
句
な
ど
、
言
語
伝
承
を
取
り
上
げ
て
い
る
。
最
後
の
�
で
は
、

十
年
ほ
ど
前
か
ら
子
ど
も
た
ち
の
間
に
流
行
っ
て
い
る
歌
を
取
り
上
げ
、

こ
の
歌
は
「
廿
年
前
に
子
ど
も
で
あ
つ
た
、
我
々
の
知
ら
ぬ
軍
人
羨
望
或

は
、
崇
拝
で
あ
る
」
と
解
釈
し
て
い
る
。
自
己
体
験
に
基
づ
く
二
十
年
前

と
、
十
年
前
か
ら
を
比
較
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
軍
事
化
の
進
行
と
い
う

変
化
の
な
か
で
、
子
ど
も
た
ち
が
新
た
な
歌
を
生
成
し
、
こ
れ
が
広
ま
っ

て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
歌
は
「
へ
ぃ
た
い
さ
ん
。
ち
ん
ぼ

と
喇
叭
と
替
へ
て
ん
か
」
と
い
う
も
の
で
、
こ
れ
を
喇
叭
へ
の
羨
望
あ
る

い
は
崇
拝
と
見
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
「
三
郷
巷
談
」
の
意
図
と
現
在
的
可
能
性

　

長
く
な
っ
た
が
以
上
が
「
三
郷
巷
談
」
の
全
容
で
、
全
部
で
二
十
四
の

話
か
ら
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
巷
談
の
要
点
は
前
項
で
述
べ
た
の
で
、

こ
れ
を
集
積
す
る
と
「
三
郷
巷
談
」
で
は
、
身
体
や
夙
・
穢
多
と
い
う
下

層
民
の
話
が
多
く
取
り
上
げ
ら
れ
、
さ
ら
に
穢
れ
と
か
物
忌
み
に
関
す
る

話
が
複
数
あ
る
。
こ
れ
は
折
口
な
り
に
何
ら
か
の
意
味
が
あ
る
と
考
え
て
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い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、「
三
郷
巷
談
」
は
後
述
す
る
よ
う
に
自
撰
年

譜
で
は
「
採
訪
記
」
と
し
て
お
り
、
中
に
は
自
家
の
伝
承
や
自
己
体
験
に

基
づ
く
も
の
が
あ
る
も
の
の
、
こ
れ
ら
は
大
阪
で
実
地
に
見
聞
し
た
伝
承

で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

　

題
名
が
「
三
郷
巷
談
」
で
、
こ
れ
か
ら
す
れ
ば
「
三
郷
」
の
「
巷
談
」

を
綴
っ
た
も
の
で
、
基
本
的
に
は
三
郷
の
町
な
か
で
聞
い
た
こ
と
が
ら
、

巷
で
話
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
ら
を
ま
と
め
た
と
理
解
で
き
よ
う
。
こ
こ
で

は
「
三
郷
」
が
ど
こ
で
あ
る
の
か
と
い
う
問
題
が
あ
る
が
、
こ
れ
を
「
大

坂
三
郷
」
と
す
る
な
ら
、
収
録
さ
れ
た
巷
談
は
大
阪
の
都
市
に
お
け
る
巷

談
、
都
市
の
世
間
話
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

結
果
的
に
「
三
郷
巷
談
」
と
し
て
括
ら
れ
て
い
る
話
数
は
二
十
四
話
で
、

柳
田
國
男
の
『
遠
野
物
語
』
に
比
べ
る
と
少
な
い
が
、「『
三
郷
巷
談
』
の

成
立
と
柳
田
國
男
」
で
あ
げ
た
、
折
口
の
『
遠
野
物
語
』
と
の
出
会
い
と

こ
の
本
を
手
に
入
れ
た
と
き
の
折
口
の
感
動
、
そ
し
て
巷
談
を
い
わ
ば
羅

列
的
と
も
思
え
る
よ
う
に
配
列
す
る
構
成
方
法
か
ら
考
え
る
な
ら
、
折
口

は
「
三
郷
巷
談
」
を
民
俗
学
へ
の
入
り
と
し
て
、『
遠
野
物
語
』
を
強
く
意

識
し
て
執
筆
し
た
と
い
え
よ
う
。

　

た
だ
し
、「
三
郷
巷
談
」
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
折
口
の
視
点
は
、『
遠

野
物
語
』
と
は
異
質
な
も
の
で
、
こ
こ
に
折
口
独
自
の
伝
承
世
界
の
捉
え

方
が
あ
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。『
遠
野
物
語
』
は
、
遠
野
盆
地
に
立

地
す
る
山
間
の
町
と
い
う
よ
り
も
、
そ
の
周
辺
の
農
山
村
で
伝
承
さ
れ
て

い
る
山
人
、
山
の
神
な
ど
、
原
日
本
人
に
関
す
る
伝
承
を
照
射
す
る
よ
う

に
書
か
れ
た
と
い
え
る
が
、「
三
郷
巷
談
」
は
都
市
社
会
が
も
っ
て
い
る
現

実
の
、
折
口
の
言
葉
で
い
う
な
ら
「
社
会
人
事
」、
大
阪
と
い
う
都
市
社
会

が
も
っ
て
い
る
社
会
人
事
に
関
す
る
伝
承
を
こ
こ
で
表
現
し
よ
う
と
し
た

と
い
え
る
。

　

こ
れ
に
つ
い
て
は
後
で
論
ず
る
が
、
折
口
は
「
三
郷
巷
談
」
を
書
く
と

き
に
は
、
す
で
に
『
遠
野
物
語
』
を
読
ん
で
お
り
、
柳
田
に
倣
っ
て
文
体

を
真
似
な
が
ら
、
い
わ
ば
民
俗
学
へ
の
習
作
と
し
て
こ
れ
を
書
い
た
の
で

は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
大
阪
び
と
と
し
て
の
折
口
は
、「
三
郷

巷
談
」
の
視
点
と
し
て
、
身
体
や
差
別
、
さ
ら
に
百
舌
鳥
の
「
も
お
ず
し

や
う
じ
ん
」
や
「
あ
は
し
ま
」
な
ど
に
あ
る
よ
う
な
穢
れ
や
物
忌
み
を
中

核
に
据
え
て
、
都
市
社
会
が
も
っ
て
い
る
民
俗
的
世
界
を
描
い
て
い
っ
た

の
で
あ
る
。
折
口
の
民
俗
学
へ
の
入
り
を
こ
こ
に
定
め
る
な
ら
、
い
う
ま

で
も
な
く
折
口
は
、
柳
田
と
は
異
質
な
民
俗
の
捉
え
方
を
し
な
が
ら
民
俗

学
へ
の
途
を
歩
み
始
め
た
と
い
え
よ
う
。

　

折
口
信
夫
の
「
三
郷
巷
談
」
が
も
つ
、
現
在
的
な
可
能
性
に
つ
い
て
は
、

も
う
少
し
一
つ
一
つ
の
話
を
分
析
し
、
さ
ら
に
大
阪
の
な
か
で
こ
れ
ら
を

確
認
し
て
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た
だ
し
、
所
謂
農
村
に
基
盤
を
お
い

た
民
俗
学
が
、
現
在
で
は
す
で
に
限
界
性
を
も
っ
て
い
る
な
ら
ば
、
も
う

一
度
見
直
す
べ
き
こ
と
の
一
つ
は
、「
三
郷
巷
談
」
に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う

な
、
都
市
社
会
の
口
頭
伝
承
が
ど
の
よ
う
に
展
開
し
て
い
る
の
か
と
い
う

こ
と
に
な
ろ
う
。
こ
う
し
た
問
い
直
し
は
、
現
在
の
口
承
文
芸
研
究
の
な

か
に
如
実
に
表
れ
て
い
る
が
、
そ
の
萌
芽
や
視
点
は
、
す
で
に
折
口
信
夫

の
「
三
郷
巷
談
」
に
存
在
し
て
い
る
と
主
張
で
き
る
。「
三
郷
巷
談
」
が

持
っ
て
い
る
現
在
的
な
可
能
性
は
こ
こ
に
あ
る
と
い
え
る
。
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そ
し
て
、
さ
ら
に
こ
う
し
た
問
い
直
し
は
、
研
究
の
対
象
と
な
る
話
や

伝
承
と
い
う
行
為
な
ど
の
外
径
的
問
題
と
い
う
よ
り
、
む
し
ろ
口
承
文
芸

研
究
の
目
的
は
何
か
と
い
う
内
径
的
問
題
に
対
し
て
必
要
な
の
で
な
か
ろ

う
か
。
現
在
、
口
承
文
芸
研
究
の
目
的
に
つ
い
て
は
混
迷
状
態
に
あ
り
、

確
定
し
づ
ら
い
の
が
現
実
で
、
そ
の
こ
と
が
一
方
に
伝
承
の
危
機
を
意
識

さ
せ
て
い
る
の
だ
ろ
う
と
思
う
。

　

こ
こ
で
折
口
の
「
三
郷
巷
談
」
を
持
ち
出
す
な
ら
、
こ
れ
は
大
阪
と
い

う
町
の
社
会
人
事
を
巷
談
と
し
て
拾
っ
て
き
た
の
で
あ
り
、
い
わ
ゆ
る
口

頭
伝
承
を
も
と
に
し
た
社
会
史
の
再
構
築
が
、
都
市
社
会
に
お
い
て
可
能

な
の
だ
と
い
う
こ
と
を
教
え
て
く
れ
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。「
三
郷

巷
談
」
に
現
在
的
な
可
能
性
が
認
め
ら
れ
る
な
ら
、
む
し
ろ
そ
れ
は
、
具

体
的
に
は
こ
こ
に
あ
ろ
う
。

　

町
な
か
の
伝
承
を
羅
列
的
に
な
ら
べ
た
に
す
ぎ
な
い
と
思
わ
れ
る
「
三

郷
巷
談
」
を
、
積
極
的
に
評
価
す
る
な
ら
、
そ
れ
は
、
都
市
に
お
け
る
社

会
史
の
再
構
築
に
お
い
て
、
口
頭
伝
承
・
口
承
文
芸
が
ど
の
よ
う
な
役
割

を
果
た
す
こ
と
が
で
き
る
の
か
と
い
う
、
問
い
直
し
が
こ
こ
か
ら
で
き
る

こ
と
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
い
う
ま
で
も
な
く
巷
談
の
文
芸
性
も
問
題
に
さ

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
折
口
の
提
示
は
決
し
て
小
さ
く
な
い
と
思
う
。

　
「
三
郷
巷
談
」
を
私
な
り
に
位
置
づ
け
る
と
以
上
の
よ
う
に
な
る
が
、「
三

郷
巷
談
」
の
評
価
と
い
う
こ
と
で
は
、
こ
れ
が
『
郷
土
研
究
』
第
一
巻
第

十
号
に
掲
載
さ
れ
る
と
、
そ
の
次
の
号
に
柳
田
國
男
は
、
赤
松
某
の
名
で

「
氏
子
の
特
徴
」
と
い
う
短
文
を
寄
せ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
中
で
「
第
十
号

の
三
郷
巷
談
の
中
に
、
大
阪
平
野
町
御
霊
神
社
の
氏
子
、
男
の
徴
の
尖
が

曲
つ
て
居
る
、
其
理
由
は
不
明
云
々
。
此
は
冗
談
で
無
く
面
白
い
話
で
あ

る
。
自
分
は
今
ま
で
に
此
例
を
二
つ
三
つ
聞
い
て
居
る
の
み
な
ら
ず
、
打

明
け
た
処
が
自
身
亦
其
特
徴
あ
る
氏
子
の
一
人
で
あ
る
。」
と
い
う
。
さ
ら

に
最
後
の
方
で
「
唯
土
俗
学
上
の
問
題
と
し
て
永
く
我
々
に
残
る
の
は
、

何
故
に
神
の
石
が
斯
な
隠
し
処
に
中
つ
た
の
か
（
イ
）、
氏
神
の
傷
が
何
故

に
末
々
の
氏
子
に
ま
で
影
響
を
与
へ
た
の
か
（
ロ
）、以
上
の
二
点
で
あ
る
。

折
口
さ
ん
の
や
う
な
注
意
深
い
人
生
の
観
察
者
で
無
け
れ
ば
、
い
つ
迄
も

此
疑
を
解
き
得
る
人
は
あ
る
ま
い
と
思
ふ
。」
と
評
価
す
る
。
柳
田
は
、
あ

の
変
哲
も
な
い
と
い
う
か
、
町
の
伝
承
を
書
い
た
「
三
郷
巷
談
」
か
ら
、

こ
れ
だ
け
の
評
価
を
し
て
お
り
、
な
み
な
み
な
ら
ぬ
眼
力
の
持
ち
主
と
い

う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　

そ
し
て
、
最
晩
年
の
『
故
郷
七
十
年（

９
）』

で
「
嫁
盗
み
」
を
取
り
上
げ
、

折
口
が
「
三
郷
巷
談
」
に
書
い
た
「
ぼ
お
た
」
を
高
く
評
価
し
て
い
る
。

折
口
の
「
ぼ
お
た
」
は
単
な
る
伝
承
報
告
の
よ
う
に
見
え
る
が
、「
ぼ
お
た
」

が
行
わ
れ
て
い
る
理
由
を
家
の
経
済
性
に
求
め
て
お
り
、
こ
の
こ
と
を
高

く
評
価
す
る
。
柳
田
は
『
故
郷
七
十
年
』
で
、「
折
口
君
の
報
告
は
た
し
か

こ
ん
な
話
で
あ
つ
た
。
大
阪
の
木
津
・
難
波
・
今
宮
の
三
郷
で
は
明
治
の

初
年
ご
ろ
ま
で
『
ぼ
お
た
』
と
い
ふ
嫁
入
り
の
風
習
が
あ
つ
た
。（
中
略
）

私
は
こ
の
報
告
を
読
ん
で
ハ
ッ
と
思
ひ
、
大
変
学
問
が
進
ん
だ
や
う
な
気

が
し
た
の
で
折
口
君
に
御
礼
を
い
つ
た
も
の
で
あ
つ
た
が
、
ボ
オ
タ
は
奪

う
た
と
い
ふ
こ
と
な
の
で
あ
る
。」
と
い
う
。

　

柳
田
は
「
三
郷
巷
談
」
を
こ
の
よ
う
に
評
価
す
る
が
、
こ
こ
で
ま
た
問

題
と
な
る
の
は
、
柳
田
國
男
は
『
故
郷
七
十
年
』
で
「
大
阪
の
木
津
・
難
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波
・
今
宮
の
三
郷
」
と
い
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。「
三
郷
巷
談
」
の
「
三

郷
」
が
ど
こ
な
の
か
、
折
口
自
身
は
全
く
説
明
し
て
い
な
い
。
柳
田
國
男

は
前
述
の
よ
う
に
「
木
津
・
難
波
・
今
宮
の
三
郷
」
と
い
い
、
池
田
弥
三

郎
は
『
私
説
折
口
信
夫

（
（（
（

』
の
「
し
の
ぶ
か
の
ぶ
お
か
」
で
、「
雑
誌
『
郷
土

研
究
』
の
編
集
者
の
一
人
、
柳
田
国
男
は
「
大
阪
東
区
、
折
口
信
夫
」
と

署
名
し
た
、
未
知
の
人
物
か
ら
「
三
郷
巷
談
」
と
い
う
原
稿
を
受
け
取
っ

た
。
一
読
し
て
柳
田
は
驚
嘆
し
た
。
三
郷
は
「
灘
三
郷
」
の
サ
ン
ゴ
ウ
で

あ
ろ
う
。
い
わ
ば
生
粋
の
大
阪
と
い
う
べ
き
地
域
で
あ
っ
て
、
そ
の
原
稿

の
内
容
は
、
大
阪
の
町
住
み
の
生
活
に
お
け
る
民
俗
の
報
告
で
あ
っ
た
。

し
か
も
そ
れ
は
単
な
る
町
住
み
の
生
活
の
、
無
差
別
な
記
録
で
は
な
く
て
、

そ
の
生
活
に
お
け
る
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
な
残
存
と
い
う
べ
き
こ
と
が
ら
を
、

『
郷
土
研
究
』
の
忠
実
な
読
者
と
し
て
の
立
場
か
ら
選
択
し
、
し
か
も
要
所

要
所
は
、
方
言
を
も
っ
て
正
確
に
記
述
し
て
い
た
」
と
い
う
。
池
田
弥
三

郎
が
い
う
「
三
郷
巷
談
」
の
位
置
づ
け
に
は
、
に
わ
か
に
賛
成
し
か
ね
る

が
、
池
田
は
「
三
郷
」
は
「
灘
三
郷
」
と
い
い
、「
三
郷
」
の
捉
え
方
は
確

定
し
て
い
な
い
。

　
「
三
郷
巷
談
」
の
巷
談
と
し
て
記
さ
れ
た
場
所
が
ど
こ
な
の
か
を
見
て
い

く
と
、
圧
倒
的
に
木
津
、
難
波
が
多
い
。
大
阪
と
い
う
こ
と
で
全
体
を
覆
っ

て
い
る
こ
と
も
あ
る
が
、
こ
の
他
に
今
宮
、
中
央
区
淡
路
町
、
北
区
、
住

吉
区
長
居
、
西
成
区
玉
出
・
津
守
、
池
田
市
、
吹
田
市
、
神
戸
市
、
堺
市
、

藤
井
寺
市
、
寝
屋
川
市
、
守
口
市
が
伝
承
の
舞
台
と
し
て
登
場
し
て
く
る
。

こ
う
見
て
く
る
と
、「
三
郷
」
は
柳
田
が
い
う
よ
う
に
木
津
・
難
波
・
今
宮

と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
木
津
・
難
波
か
ら
西
成
区
玉
出
・
津
守
ま
で
の
舞

台
は
、
所
謂
「
大
坂
三
郷
」
で
あ
る
北
組
、
南
組
、
天
満
組
の
や
や
拡
大

版
で
あ
り
、
折
口
が
い
う
三
郷
は
所
謂
「
大
坂
三
郷
」
と
い
え
よ
う
。
そ

し
て
、
こ
の
大
坂
三
郷
か
ら
摂
津
・
河
内
・
和
泉
の
三
国
を
取
り
上
げ
、

こ
の
巷
談
報
告
は
中
途
で
終
わ
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
の
が
、

現
時
点
で
の
判
断
で
あ
る
。
し
か
し
、
三
郷
か
ら
の
三
国
は
、
万
遍
な
く

取
り
上
げ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
摂
津
と
河
内
の
こ
と
は
結
構
出
て
く
る

が
、
和
泉
の
こ
と
は
少
な
い
。
こ
う
し
た
偏
り
は
あ
る
も
の
の
、「
三
郷
巷

談
」
は
「
三
郷
」
と
「
三
国
」
を
掛
け
て
、
そ
こ
か
ら
都
市
伝
承
の
構
造

性
を
見
よ
う
と
い
う
目
論
見
が
折
口
に
は
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
と

思
う
。

　

最
後
に
、
折
口
信
夫
が
何
故
「
三
郷
巷
談
」
で
差
別
、
身
体
、
穢
れ
に

目
を
向
け
た
の
か
。
こ
れ
ら
に
主
題
が
あ
る
こ
と
は
確
か
で
、
こ
れ
ら
を

何
故
主
題
と
し
た
の
か
を
検
討
し
て
お
き
た
い
。
こ
の
問
い
は
折
口
の
学

問
全
体
を
覆
う
課
題
で
も
あ
り
、
答
え
る
の
は
容
易
で
は
な
い
が
、
現
時

点
で
は
、
や
は
り
こ
れ
に
は
折
口
の
生
ま
れ
育
っ
た
環
境
が
深
く
関
わ
っ

て
い
る
と
考
え
ざ
る
を
得
な
い
。

　
「
自
撰
年
譜

（
（（
（

」
で
見
て
い
く
と
、
折
口
は
明
治
二
十
九
年
の
条
に
「
大
阪

市
南
区
竹
屋
町
、
育
英
高
等
小
学
校
に
区
外
生
と
し
て
入
学
。
通
学
の
道

程
一
里
。
途
中
、
千
日
前
・
道
頓
堀
及
び
、
所
謂
南
地
五
花
街
を
経
る
」

と
書
い
て
い
る
。
さ
ら
に
折
口
は
別
の
と
こ
ろ
で
「
私
は
町
外
れ
の
家
か

ら
、『
島
の
内
』
の
高
等
小
学
校
へ
通
う
て
居
た
。
一
里
か
ら
も
あ
る
通
学

距
離
を
、
出
来
る
だ
け
時
間
を
か
け
て
楽
し
ん
で
往
き
返
り
し
た

（
（（
（

」
と
い

う
。
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折
口
は
、
所
謂
「
南
」
の
繁
華
街
を
経
て
育
英
高
等
小
学
校
（
大
阪
市

立
第
一
育
英
高
等
小
学
校
）
に
通
学
し
て
い
た
の
で
あ
り
、中
村
浩
は
『
若

き
折
口
信
夫
』
の
な
か
で
、
こ
う
し
た
記
載
か
ら
折
口
は
、
高
等
小
学
校

へ
の
通
学
に
は
「
芝
居
や
狭
斜
の
巷
の
景
物
を
さ
ぐ
る
楽
し
み
を
、
多
分

に
内
包
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
」
と
い
い
、
さ
ら
に
「
学
校
の
帰
り
に
、

よ
く
万
治
郎
宅
に
立
ち
寄
っ
た
信
夫
は
、
右
団
次
の
家
の
前
を
通
る
こ
と

に
も
言
い
知
れ
ぬ
喜
び
を
抱
い
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
中
座
の
舞
台
で
顔
馴

染
み
に
な
っ
て
い
る
座
頭
役
者
で
あ
り
、当
時
大
阪
役
者
の
最
高
位
に
あ
っ

た
右
団
次
な
れ
ば
、
な
お
さ
ら
で
あ
っ
た
ろ
う
」
と
推
測
し
て
い
る（

（（
（

。

　
「
南
地
五
花
街
」
と
い
う
の
は
、
宗
右
衛
門
町
、
九
郎
右
衛
門
町
、
櫓

町
、
坂
町
、
難
波
新
地
の
こ
と
で
あ
り
、
折
口
は
高
等
小
学
校
へ
通
う
の

に
こ
う
し
た
所
を
通
っ
た
。
ま
た
、
折
口
は
十
歳
に
な
る
前
か
ら
道
頓
堀

の
五
座
の
劇
場
に
出
入
り
し
、
歌
舞
伎
や
俄
に
接
し
、
演
劇
世
界
に
対
す

る
人
並
み
な
ら
な
い
関
心
が
あ
っ
た
。
折
口
へ
の
歌
舞
伎
へ
の
関
心
は
、

東
京
へ
来
て
か
ら
集
め
た
歌
舞
伎
絵
葉
書
や
ブ
ロ
マ
イ
ド
か
ら
う
か
が
え

る
。
現
在
残
さ
れ
て
い
る
折
口
の
歌
舞
伎
絵
葉
書
な
ど
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

は
二
五
四
七
点
に
の
ぼ
っ
て
お
り（

（（
（

、
そ
の
蒐
集
に
つ
い
て
は
、
長
く
折
口

と
居
を
と
も
に
し
た
鈴
木
金
太
郎
が
触
れ
て
い
る（

（（
（

。
折
口
が
集
め
た
歌
舞

伎
絵
葉
書
の
中
で
は
市
村
羽
左
衛
門
の
も
の
が
最
も
多
く
一
七
〇
点
余
が

あ
り
、
先
の
右
団
次
の
絵
葉
書
は
十
四
点
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。「
三
郷
巷

談
」
に
出
て
来
る
「
五
大
力
恋
緘
」「
熊
野
八
鬼
山
の
順
礼
殺
し
」
に
つ
い

て
は
前
述
し
た
が
、
こ
う
し
た
演
劇
伝
承
へ
の
関
心
は
、
子
ど
も
の
頃
か

ら
の
体
験
が
も
と
に
な
っ
て
い
る
と
い
え
る
。

　
「
自
撰
年
譜
」
に
あ
る
次
の
明
治
三
十
二
年
に
は
、
天
王
寺
中
学
校
へ
の

入
学
の
こ
と
が
あ
り
、
入
学
の
口
頭
試
問
を
三
矢
重
松
か
ら
受
け
、
そ
の

通
学
に
は
「
通
学
距
離
二
十
町
余
。
道
、
江
戸
時
代
以
来
の
貧
窮
街
長
町

裏
・
家
隆
塚
と
伝
へ
る
夕
陽
ヶ
丘
・
勝
曼
院
・
巫
子
町
を
通
る
」
と
記
し

て
い
る
。
通
学
路
の
こ
と
を
さ
り
げ
な
く
書
い
て
い
る
が
、
こ
の
記
載
は

か
な
り
重
要
な
意
味
を
も
つ
と
い
え
る
。
と
く
に
「
江
戸
時
代
以
来
の
貧

窮
街
長
町
裏
」
は
、
ス
ラ
ム
街
と
し
て
よ
く
知
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
、
こ
こ

を
通
っ
て
中
学
校
に
通
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。
長
町
裏
は
、
南
区
日
本
橋

筋
の
町
々
、
名
護
町
な
ど
で
、
近
世
大
坂
で
は
非
人
集
落
で
あ
っ
た
天
王

寺
垣
内
、
鳶
田
垣
内
、
道
頓
堀
垣
内
、
天
満
垣
内
の
四
ヶ
所
垣
内
が
、
後

に
拡
大
し
た
町
で
あ
る
。

　

折
口
の
通
学
路
に
あ
た
る
合
邦
が
辻
辺
り
は
、
近
世
期
に
は
西
国
の
巡

礼
者
や
乞
食
非
人
た
ち
が
野
宿
を
し
た
と
こ
ろ
と
し
て
よ
く
知
ら
れ
、
後

に
は
周
辺
に
長
屋
が
建
て
ら
れ
て
貧
窮
集
落
が
生
ま
れ
る
。
長
町
裏
は
、

明
治
二
十
四
年
に
は
名
護
町
の
撤
去
命
令
が
出
て
、
長
屋
街
は
解
体
さ
れ
、

立
ち
退
き
に
あ
っ
た
人
た
ち
が
難
波
や
天
王
寺
、
北
平
野
、
木
津
、
今
宮

な
ど
に
移
り
、
新
た
な
貧
窮
街
が
形
成
さ
れ
て
い
く
の
で
あ
る
。
こ
の
撤

去
命
令
で
難
波
に
は
一
九
〇
五
戸
、
天
王
寺
・
北
平
野
に
一
二
二
六
戸
、

木
津
・
今
宮
に
は
八
七
四
戸
が
移
転
し
て
い
る（

（（
（

。
こ
う
し
て
新
名
護
町
が

う
ま
れ
、
ス
ラ
ム
街
が
拡
大
す
る
が
、
折
口
は
こ
う
い
う
中
で
生
活
し
て

い
た
。
折
口
家
自
体
は
貸
家
を
も
つ
ほ
ど
裕
福
な
家
で
あ
っ
た
が
、
折
口

の
日
常
生
活
に
は
身
近
に
貧
し
い
暮
ら
し
を
す
る
人
び
と
の
姿
が
あ
っ
た
。

　

幼
少
の
子
ど
も
の
頃
か
ら
歌
舞
伎
を
見
た
り
、
歌
舞
伎
役
者
が
身
近
に
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い
た
り
、
大
阪
南
の
花
街
を
通
っ
て
高
等
小
学
校
に
通
っ
た
り
、
ス
ラ
ム

街
を
経
て
中
学
校
に
通
っ
た
り
な
ど
、
こ
う
し
た
折
口
の
少
年
期
の
体
験

が
、
ど
こ
へ
つ
な
が
っ
て
い
る
の
か
と
い
え
ば
、
そ
れ
は
『
古
代
研
究
』

の
「
追
ひ
書
き
」
に
あ
る
「
新
し
い
国
学
は
、
古
代
信
仰
か
ら
派
生
し
た
、

社
会
人
事
の
研
究
か
ら
、
出
直
さ
ね
ば
な
ら
な
か
つ
た
事
を
悟
っ
た
」
と

い
う
中
の
、
と
く
に
「
社
会
人
事
の
研
究
」
に
つ
な
が
っ
て
い
る
の
で
は

な
い
か
と
思
う
。
折
口
の
文
学
研
究
は
、
文
学
そ
の
も
の
と
い
う
よ
り
、

む
し
ろ
文
学
に
関
す
る
社
会
人
事
的
研
究
に
力
点
が
あ
る
と
言
っ
た
ほ
う

が
ふ
さ
わ
し
く
、
何
故
社
会
人
事
の
研
究
が
必
要
な
の
か
と
い
う
と
こ
ろ

に
、
折
口
の
問
題
関
心
が
現
れ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

　

折
口
の
「
自
撰
年
譜
」（
二
）
の
大
正
二
年
に
は
、「
三
月
、
柳
田
先
生

に
よ
り
、『
郷
土
研
究
』
創
刊
。「
三
郷
巷
談
」
─
採
訪
記
─
を
投
稿

（
（（
（

」
と
、

わ
ざ
わ
ざ
「
三
郷
巷
談
」
に
「
採
訪
記
」
と
い
う
注
記
を
付
け
て
い
る
。

自
ら
採
訪
記
と
入
れ
て
い
る
こ
と
は
、
民
俗
学
へ
の
出
発
を
年
譜
で
宣
言

し
て
い
る
と
理
解
で
き
、
早
い
段
階
に
柳
田
の
教
え
を
守
っ
て
、
フ
ィ
ー

ル
ド
ワ
ー
ク
の
大
事
さ
を
主
張
し
て
い
る
。

　

そ
の
採
訪
を
す
る
時
に
何
を
見
て
い
く
の
か
と
い
っ
た
と
き
に
「
三
郷

巷
談
」
に
示
さ
れ
て
い
る
の
が
、
差
別
、
身
体
、
穢
れ
で
あ
る
。
そ
し
て
、

こ
う
し
た
問
題
設
定
は
、
前
述
し
た
よ
う
な
多
情
多
感
な
高
等
小
学
生
や

中
学
生
の
と
き
の
社
会
に
対
す
る
思
い
、
大
阪
び
と
と
し
て
の
折
口
の
感

性
に
あ
る
と
思
え
る
。
國
學
院
大
學
経
済
学
部
の
木
下
順
の
「
折
口
少
年

の
通
学
路
」
は
折
口
論
の
な
か
で
は
出
色
の
出
来
で
、
経
済
学
的
な
視
点

で
と
く
に
長
町
裏
に
注
目
し
、
こ
こ
か
ら
折
口
の
学
問
や
文
学
形
成
の
土

壌
が
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
木
下
は
こ
の
論
文
の
な
か
で
、
折
口
の
学
問
的

な
原
点
は
、「
外
に
あ
っ
て
は
日
本
に
お
け
る
社
会
問
題
の
原
点
た
る
長
町

裏
を
彷
徨
し
つ
つ
『
野
性
を
深
く
遺
伝
し
て
ゐ
る
大
阪
人
』
に
『
問
い
寄
っ

た
』
経
験
と
、
内
に
あ
っ
て
は
『
彦
次
郎
さ
ん
』
や
自
ら
の
内
に
脈
々
と

流
れ
る
『
軟
弱
な
上
方
気
質
』
を
自
覚
す
る
過
程
に
あ
っ
た
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
」
と
指
摘
し
て
い
る
。
日
本
で
も
有
数
の
ス
ラ
ム
街
の
一
つ
で

あ
る
長
町
裏
に
存
在
す
る
社
会
問
題
を
自
分
の
中
に
抱
え
つ
つ
、
一
方
で

は
ま
た
「
追
ひ
書
き
」
の
中
で
書
い
て
い
る
身
内
の
彦
次
郎
さ
ん
に
思
い

を
よ
せ
る
心
情
、
こ
れ
ら
二
つ
が
相
ま
っ
て
折
口
の
研
究
視
点
が
育
て
上

げ
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
の
で
あ
る（

（（
（

。「
三
郷
巷
談
」
の
視
点
も
こ

う
し
て
醸
成
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

　

お
わ
り
に

　
「
三
郷
巷
談
」
は
、
一
見
す
る
と
町
の
巷
談
を
羅
列
し
た
よ
う
な
文
体
だ

が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
巷
談
に
は
後
々
の
ま
れ
び
と
論
な
ど
の
神
観
念
論
に
結

び
つ
く
よ
う
な
視
点
、「
ご
ろ
つ
き
の
話
」
な
ど
芸
能
史
論
の
根
底
に
あ
る

差
別
や
穢
れ
へ
の
視
点
、
あ
る
い
は
階
級
と
い
う
視
点
な
ど
が
う
か
が
え

る
。
こ
の
意
味
に
お
い
て
は
、「
三
郷
巷
談
」
に
は
後
に
学
問
的
に
成
熟
し
、

構
造
化
さ
れ
て
い
く
日
本
文
化
へ
の
視
点
や
着
想
が
、
い
く
つ
も
未
成
熟

な
か
た
ち
で
鏤
め
ら
れ
て
い
る
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
、「
三
郷

巷
談
」
そ
の
も
の
は
、
都
市
の
社
会
史
の
再
構
築
に
お
け
る
口
頭
伝
承
・

口
承
文
芸
の
役
割
を
示
唆
し
て
く
れ
て
お
り
、
新
た
な
口
承
文
芸
研
究
を
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拓
い
て
い
く
萌
芽
が
あ
る
と
い
え
よ
う
。

　

口
頭
伝
承
や
口
承
文
芸
に
よ
る
都
市
の
社
会
史
の
再
構
築
と
い
う
の
は
、

こ
こ
で
あ
げ
る
ま
で
も
な
く
近
世
の
江
戸
や
上
方
な
ど
で
は
、
随
筆
類
に
夥

し
い
巷
談
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
や
や
性
格
は
異
な
る
が
、
巷
談
的
な
話
は

近
世
以
前
の
、
た
と
え
ば
『
看
聞
日
記
』
に
は
京
都
の
出
来
事
が
伝
聞
な
ど

を
も
と
に
し
て
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
各
時
代
の
巷
談
は
時
代
性
を

も
ち
な
が
ら
、
一
方
で
は
各
時
代
を
通
底
す
る
話
題
と
し
て
表
れ
て
い
る
は

ず
で
、
記
録
類
も
使
い
な
が
ら
巷
談
に
よ
る
世
相
史
の
構
築
が
で
き
る
の
で

は
な
か
ろ
う
か
。
明
治
期
に
発
行
さ
れ
た
錦
絵
新
聞
、
さ
ら
に
そ
の
後
の
新

聞
等
な
ど
、
現
在
、
聞
き
書
き
で
知
り
得
る
以
前
の
巷
談
も
収
集
が
可
能
で

あ
る
。
折
口
信
夫
が
「
三
郷
巷
談
」
で
示
し
た
巷
談
群
は
、
現
在
で
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
時
代
の
推
移
の
な
か
で
、
何
が
世
間
話
と
し
て

の
巷
談
の
題
材
に
な
っ
て
い
る
の
か
、
折
口
の
「
三
郷
巷
談
」
を
読
ん
で
い

る
と
時
代
の
な
か
で
忘
却
さ
れ
、
一
方
で
は
生
成
さ
れ
る
巷
談
が
あ
る
こ
と

を
思
わ
せ
て
く
れ
る
。
口
頭
伝
承
や
口
承
文
芸
に
よ
る
都
市
の
社
会
史
の
再

構
築
と
い
う
の
は
、
こ
こ
か
ら
発
想
し
た
も
の
で
あ
る
。

注（
１
）	

折
口
家
は
、
生
薬
・
雑
貨
を
商
う
家
で
あ
っ
た
が
、
信
夫
の
祖
父

造
酒
ノ
介
の
代
か
ら
医
業
も
行
う
よ
う
に
な
り
、
造
酒
ノ
介
は
被

差
別
集
落
の
者
も
分
け
隔
て
な
く
診
療
し
、
被
差
別
集
落
か
ら
の

信
頼
も
篤
か
っ
た
と
い
う
。「
三
郷
巷
談
」
の
発
表
と
ほ
ぼ
同
じ
頃

の
大
正
三
年
三
月
に
『
不
二
新
聞
』
に
連
載
し
て
い
た
自
伝
風
の

小
説
「
口
ぶ
え
」（『
折
口
信
夫
全
集
』
27
所
収
）
に
は
、
祖
父
の

診
療
の
姿
が
描
か
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
は
「
十
八
年
の
夏
、
こ
れ

ら
病
が
流
行
し
た
。
医
者
で
あ
つ
た
祖
父
は
土
地
の
人
々
の
た
め

に
、
夜
の
目
も
寝
な
い
で
奔
走
し
て
ゐ
た
。
…
…
今
度
は
自
身
で

死
な
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
病
に
と
り
つ
か
れ
た
。
つ
つ
し
み
深
か
つ

た
人
が
、
被
せ
て
も
被
せ
て
も
蒲
団
を
脱
い
で
の
た
う
つ
て
苦
し

ん
だ
。
祖
父
の
死
ん
だ
こ
と
が
聞
え
る
と
、
近
く
、
穢
多
村
か
ら
、

ぞ
ろ
ぞ
ろ
と
軒
さ
き
へ
来
て
わ
あ
わ
あ
泣
い
た
。『
先
生
さ
ん
が
死

に
や
は
つ
た
ら
、
わ
し
ら
見
た
い
な
者
は
、
こ
れ
か
ら
病
気
に
な

つ
て
も
誰
も
見
て
く
れ
る
人
は
な
い
。』
と
大
声
あ
げ
て
哭
い
た
者

も
あ
つ
た
さ
う
で
あ
る
。」
と
あ
る
。
事
実
を
伝
え
る
と
思
わ
れ
る

こ
の
叙
述
か
ら
は
、
信
夫
に
と
っ
て
も
被
差
別
集
落
の
人
た
ち
は
、

決
し
て
差
別
す
る
対
象
で
は
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

	

　

な
お
、『
折
口
信
夫
全
集
』
17
に
は
「
三
郷
巷
談
」
初
回
発
表
の

一
部
（
御
霊
神
社
氏
子
の
身
体
的
特
徴
、
ぼ
お
た
の
二
項
目
）
が

収
録
さ
れ
て
い
る
。

（
２
）	

昭
和
二
十
二
年
十
月
「
先
生
の
学
問
」（『
折
口
信
夫
全
集
』19
）
に

は
、「
先
生
が
、
こ
の
学
問
の
方
向
へ
志
を
向
け
ら
れ
た
の
は
、
明

治
四
十
年
代
の
『
後
狩
詞
記
』『
石
神
問
答
』『
遠
野
物
語
』
で
、

一
人
の
経
歴
で
言
へ
ば
、
私
が
専
門
学
校
を
出
る
頃
で
す
。
学
校

を
終
る
頃
に
な
つ
て
私
ど
も
は
初
め
て
こ
れ
ら
の
暗
示
に
富
ん
だ
、

其
で
ゐ
て
、
ま
だ
暗
示
の
具
体
化
せ
ら
れ
き
つ
て
ゐ
な
か
つ
た
当

時
の
学
風
に
ふ
れ
た
の
で
す
。
だ
か
ら
言
ひ
表
す
方
法
は
わ
か
り
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ま
せ
ん
で
し
た
の
は
事
実
で
す
。
が
、
と
も
か
く
何
か
私
ど
も
の

待
ち
望
ん
で
ゐ
た
学
問
に
行
き
あ
つ
た
と
い
ふ
気
が
強
く
心
に
来

ま
し
た
。
国
文
学
で
も
史
学
で
も
な
い
が
、
ま
る
き
り
違
つ
て
ゐ

る
も
の
で
も
な
い
、
か
う
言
ふ
学
問
が
、
は
じ
め
て
我
々
の
前
に

現
れ
て
来
た
。
其
は
、
明
ら
か
に
、
大
き
な
驚
き
で
し
た
。
何
し

ろ
文
科
系
統
の
学
問
に
大
き
な
改
革
が
起
る
前
ぶ
れ
だ
つ
た
の
で

す
も
の
。
…
…
『
後
狩
詞
記
』
は
、
雑
誌
の
附
録
と
し
て
出
た
為

に
知
つ
た
時
は
も
う
手
に
入
ら
ず
、『
石
神
問
答
』『
遠
野
物
語
』

は
手
に
入
れ
る
こ
と
は
出
来
ま
し
た
。」（
二
一
〇
・
二
一
一
頁
）
と

記
し
て
い
る
。

（
３
）	『
折
口
信
夫
全
集
』
26
、「
遠
野
物
語
」
は
『
古
代
感
愛
集
』
所
収

（
４
）	「
髯
籠
の
話
」
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
「
折
口
神
学
」
に
つ
い
て
は
、

拙
稿
「
神
去
来
観
念
と
依
代
論
の
再
検
討
」（
拙
編
『
折
口
信
夫
・

釋
迢
空
─
そ
の
人
と
学
問
─
』
所
収
、
平
成
十
七
年
四
月
、
お
う

ふ
う
）
を
参
照
願
い
た
い
。

（
５
）	

長
谷
川
政
春
「
折
口
信
夫
の
“
神
”
─
そ
の
身
体
性
の
意
味
」『
東

横
国
文
学
』
第
十
五
号
、
昭
和
五
十
八
年
三
月

（
６
）	

た
と
え
ば
「
ほ
か
ひ
び
と
」
と
い
う
の
は
、「
ほ
か
ひ
（
行
器
）」

を
持
っ
て
歩
く
こ
と
か
ら
の
命
名
で
、
持
ち
歩
く
容
器
の
「
ほ
か

ひ
」
は
祀
る
神
が
籠
も
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
、
と
い
う
よ
う
な

捉
え
方
に
表
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
モ
ノ
か
ら
論
理
を
組
み
立
て

て
い
く
思
考
法
は
随
所
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
７
）	「
階
級
」
に
つ
い
て
は
、
昭
和
六
年
一
月
の
「
民
間
伝
承
蒐
集
事
項

目
安
」（『
民
俗
学
』
第
三
巻
第
一
号
）
で
概
要
が
示
さ
れ
、
さ
ら

に
昭
和
九
年
五
月
の
「
民
俗
学
」（『
日
本
文
学
大
辞
典
』
新
潮
社
）

で
説
か
れ
て
い
る
。

（
８
）	

折
口
は
家
の
中
で
の
演
劇
に
関
す
る
巷
談
（
世
間
話
）
に
つ
い
て
、

芝
翫
の
芸
を
と
り
あ
げ
て
「
彼
は
、
遠
く
咲
く
白
蘭
花
の
や
う
な

運
命
を
見
た
で
あ
ら
う
。
其
が
、
や
や
凪
い
だ
気
味
合
ひ
に
お
ち

つ
い
た
の
が
、
二
十
三
年
十
月
の
『
谷
間
の
姫
百
合
』
で
あ
る
。

若
い
有
洲
伯
爵
に
扮
し
た
彼
の
印
象
は
、
其
後
長
く
大
阪
の
町
び

と
の
心
を
去
ら
な
か
つ
た
。
私
な
ど
は
、
其
頃
四
つ
に
な
つ
て
居

た
ば
か
り
だ
が
、
十
代
に
な
つ
て
も
、
家
族
や
、
親
類
の
女
た
ち

が
、
此
成
人
の
記
憶
を
語
る
の
を
聞
い
て
、
育
つ
た
も
の
で
あ
る
。

其
だ
け
に
、
舞
台
よ
り
も
、
生
活
の
上
に
、
此
白
蘭
の
花
を
幻
想

す
る
人
と
、
我
当
の
な
つ
て
居
た
こ
と
が
思
わ
れ
る
。」（「
戞
々
た

り　

車
上
の
優
人
」
昭
和
二
十
一
年
九
月
、『
日
本
演
劇
』
第
四
巻

第
八
号
、『
か
ぶ
き
讃
』
所
収
）『
折
口
信
夫
全
集
』
22
、一
七
一
頁
）

と
い
う
体
験
を
語
っ
て
い
る
。
演
劇
世
界
が
市
井
で
話
題
と
な
り
、

こ
の
こ
と
が
十
年
以
上
も
家
族
や
親
類
の
女
た
ち
の
間
で
語
り
続

け
ら
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

	

　

絵
馬
に
よ
る
説
話
の
再
生
産
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
絵
馬
研
究

の
課
題
」（『
技
と
形
と
心
の
伝
承
文
化
』
慶
友
社
、
平
成
十
四
年

三
月
）
を
参
照
願
い
た
い
。

（
９
）	

柳
田
國
男
『
故
郷
七
十
年
』
昭
和
三
十
四
年
十
一
月
（『
定
本
柳
田

國
男
集
』
別
巻
三
所
収
）
に
「
嫁
盗
み
」
の
項
が
あ
る
。
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（
10
）	

池
田
弥
三
郎
『
私
説
折
口
信
夫
』
昭
和
四
十
七
年
八
月
、
中
公
新

書

（
11
）	「
自
撰
年
譜
」
は
、
現
代
短
歌
全
集
第
十
三
巻
『
古
泉
千
樫
・
釋
迢

空
・
石
原
淳
集
』（
改
造
社
、
昭
和
五
年
九
月
）
に
「
年
譜
」
と
し

て
附
さ
れ
た
も
の
で
、『
折
口
信
夫
全
集
』
36
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。

（
12
）	「
戞
々
た
り　

車
上
の
優
人
」（
昭
和
二
十
一
年
九
月
『
日
本
演
劇
』

第
四
巻
第
八
号
、『
か
ぶ
き
讃
』
所
収
）『
折
口
信
夫
全
集
』
22
、

一
六
一
頁

（
13
）	

中
村
浩
『
若
き
折
口
信
夫
』（
中
央
公
論
社
、
昭
和
四
十
七
年
一
月
）

六
〇
頁

（
14
）	

國
學
院
大
學
日
本
文
化
研
究
所
共
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
『
折
口
信
夫

歌
舞
伎
絵
葉
書
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
』
國
學
院
大
學
日
本
文
化
研
究
所
、

平
成
十
九
年
一
月

（
15
）	

鈴
木
金
太
郎「
先
生
の
戯
曲
の
こ
と
な
ど
」（
昭
和
三
十
年
六
月
、『
折

口
信
夫
回
想
』
中
央
公
論
社
、
昭
和
四
十
三
年
十
一
月
）
で
、「
芝

居
の
絵
は
が
き
も
随
分
集
め
ら
れ
た
。
銀
座
尾
張
町
を
少
し
北
へ

行
っ
た
東
側
に
絵
は
が
き
屋
が
あ
っ
て
、
銀
座
に
出
れ
ば
、
必
這

入
っ
て
、
何
枚
か
買
は
れ
る
。
劇
場
内
で
も
、
幕
間
に
は
き
っ
と

売
店
へ
漁
り
に
ゆ
か
れ
る
。
当
月
興
行
の
も
の
だ
け
で
な
く
、
ど

ん
な
古
い
も
の
で
も
、
好
い
写
真
、
変
っ
た
役
の
も
の
な
ど
が
あ

る
と
、
ど
ん
ど
ん
買
は
れ
た
。
寧
、
古
い
珍
ら
し
い
も
の
を
見
つ

け
る
方
に
、
熱
を
持
っ
て
ゐ
ら
れ
た
や
う
だ
。
た
し
か
、
お
厩
橋

あ
た
り
の
写
真
屋
で
、
源
之
助
の
古
い
写
真
を
持
っ
て
ゐ
る
の
を

探
し
出
し
、
五
、六
枚
買
っ
て
来
て
、
お
ほ
自
慢
を
し
て
ゐ
ら
れ
た
。

『
か
ぶ
き
讃
』
の
口
絵
の
源
之
助
の
写
真
は
、
其
時
の
も
の
で
あ
る
」

と
思
い
出
を
記
し
て
い
る
。
こ
う
し
て
集
め
ら
れ
た
歌
舞
伎
絵
葉

書
な
ど
が
二
五
〇
〇
点
を
超
え
た
の
で
あ
る
。

（
16
）	

加
藤
政
洋
「
大
阪
最
初
の
ス
ラ
ム
ク
リ
ア
ラ
ン
ス
と
そ
の
帰
結
─

「
木
賃
宿
的
長
屋
」
地
区
の
形
成
を
め
ぐ
っ
て
─
」『
立
命
館
大
学

人
文
科
学
研
究
所
紀
要
』
八
十
三
号

（
17
）	「
自
撰
年
譜
」（
二
）
は
、
短
歌
文
学
全
集
『
釋
迢
空
』（
第
一
書
房
、

昭
和
十
二
年
一
月
）
に
「
釋
迢
空
年
譜
」
と
し
て
附
さ
れ
た
も
の
で
、

『
折
口
信
夫
全
集
』
36
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。

（
18
）	

木
下
順
「
折
口
少
年
の
通
学
路
─
大
阪
日
本
橋
・「
長
町
裏
」
か
ら

の
問
題
提
起
─
」『
折
口
博
士
記
念
古
代
研
究
所
紀
要
』
第
八
輯
、

平
成
十
七
年
三
月
。
そ
の
後
、
木
下
は
、「
折
口
少
年
の
風
景
─
社

会
問
題
を
歩
く
─
」（『
國
學
院
経
済
學
』
第
五
十
六
巻
第
三
・
四
号

合
併
号
、
平
成
二
十
年
十
一
月
）
を
執
筆
し
て
い
る
。

付
記　

本
稿
は
、
平
成
二
十
年
六
月
七
日
に
開
催
さ
れ
た
日
本
口
承
文
芸

学
会
第
三
十
二
回
大
会
の
公
開
講
演
「
折
口
信
夫
『
三
郷
巷
談
』
の
意

趣
」
を
も
と
に
執
筆
し
た
も
の
で
あ
る
。

（
お
が
わ
・
な
お
ゆ
き
／
國
學
院
大
學
）


